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午前９時００分開議

○議長（澤田 俊一君） 皆さん、おはようございます。

それでは、会議を再開します。

ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達していますので、第１２５回

神河町議会定例会第２日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

本日は、令和６年度神河町各会計決算審査報告のため、後ほど藤後秀喜代表監査委員

に出席いただき、執行部からの各会計決算説明の後、決算審査報告をしていただきます。

それでは、議案の審議に入ります。

・ ・

日程第１ 第８５号議案から第９７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１、第８５号議案から第９７号議案、令和６年度各会計

歳入歳出決算認定の件を一括議題とします。

まず、第８５号議案、令和６年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、提

出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） おはようございます。

それでは、第８５号議案、令和６年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について

御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

それでは、一般会計決算説明資料の決算の概要３ページをお開きください。

神河町の令和６年度決算は、「２０５０神河将来ビジョン」の理念を基本に、最大の

政策課題である人口減少を克服して、持続可能なまちを実現するための様々な施策・事

業を継続し、展開いたしました。その主なものについて申し上げます。

まず、地方創生ですが、令和６年度は新たに第３期地域創生総合戦略を策定しました。

国の地方創生は１０年経過し、地方創生⒉０として新たなステージに入りました。これ
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まで神河町も国・県と連動して地域創生総合戦略５か年計画を２期にわたって、人口減

少対策と地域の活性化に取り組んでまいりました。結果、一定の成果は見られたものの、

少子化と人口流出には歯止めがかかっていません。

内閣府による若者や女性にも選ばれる地域の特性に関する調査では、若者や女性にも

選ばれる自治体では、自治体の人口規模にかかわらず、生活満足度が平均的に高い、ま

た、就業率や開業率が高く、経済・財政が安定している傾向にあると公表されています。

新たな第３期地域創生総合戦略では、これらのことも踏まえて、分野別の満足度の優

先度が高いとされる特性、住宅・住環境、子育てのしやすさ、生活の楽しさ・面白さな

どを中心とした取組を創意工夫し進めていくことが重要であります。

次に、神河町図書コミュニティ公園「桜空」の建設です。資材高騰等の影響もあり、

総事業費は約９億１００万円となり、当初設定した８億円を大幅に上回る事業費とな

りましたが、今年度７月６日のオープンに無事こぎ着けました。この施設は、ハードは

完了しましたが、ソフト、いわゆる運営が今後大事になってきます。多くの皆様に御活

用いただくとともに、御意見御要望も頂戴し、まちのランドマークとなる施設にしてま

いります。

続いて、赤字ローカル線、ＪＲ播但線利用促進事業についてであります。地域交通機

関維持の喫緊の課題であり、躍動する兵庫応援事業補助金を活用し、３年間の期間を定

め重点的に取り組むこととしている大事な事業であります。取組２年目の令和６年度は、

引き続き利用促進補助金を中心として様々な取組を実施しました。令和６年度の利用促

進補助金の実績ですが、１点目、特急はまかぜ利用促進補助が２３７件、前年度は２２

６件、２点目、ＪＲ播但線利用促進補助０３７件、前年度が７７３件、３点目、遠距

離通学通勤等補助３２０件、前年度が２３５件と大幅に利用状況が伸びています。利用

者数で見ると６８３人と多くの町民の方に御利用いただきました。今後の利用促進の

取組の視点は、峰山・砥峰高原を中心とした観光資源と鉄道利用をいかにつなげていく

かが大事なポイントと考えています。駅周辺環境整備も含め、さらに取組を強化し、県、

沿線自治体とも連携してマイレールの維持につなげていきます。

次に、農林業の再生と地球温暖化対策です。農林業の再生事業では、令和５年度に創

設した農業再生推進事業、林業再生推進事業を引き続き実施しました。地球温暖化対策

では、「クールチョイスなまち」宣言、「ゼロカーボンなまち」宣言、そして、世界首

長誓約の署名を通した２０５０ゼロカーボンの実現の見える化を図った脱炭素化施策を

推進しました。特に、県市町共同発行のグリーンボンド債を活用し、公用車４台のＥＶ

化を図りました。さらに、環境整備では、昨年度に引き続き河川内の支障木の除去、堆

積土砂の整地を行いました。これらの取組は短期間での成果を得るのは困難なものであ

るため、中長期的な視点を持って引き続き進めてまいります。

続いて、広域行政で推進しています新ごみ処理施設の建設、中播消防署の移転建設で

す。ごみ処理施設は令和１０年度、消防署は令和９年度、神河町柏尾地内に建設中の北
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部出張所は令和８年度の供用開始の予定で進んでいますが、両施設とも大型事業である

ため、財政運営に大きな影響が生じないように財源確保に努め、福崎町、市川町、神河

町、構成３町で調整をして進めてまいります。

次に、人口減少対策の取組です。令和６年度の若者世帯の移住・定住施策の実績です

が、家賃補助事業が２５件、前年度は３１件、住宅取得支援事業が８件、前年度が１１

件、リフォーム支援事業が６件、前年度５件でした。引き続き継続して推進するととも

に、企業誘致等、働く場、雇用の創出に積極的に取り組んでまいります。

続いて、国の経済対策です。重点支援地方交付金の推奨事業メニュー分を活用し、新

規に食べ盛り応援神河米事業、学校給食支援事業に取り組み、神河町の実情に応じた対

策を推進することができました。

次に、子育て教育環境の取組です。新規の事業として、小中学校等入学子ども未来応

援支援金として、躍動する兵庫応援事業補助金を活用し、入学時にお祝い金を１人３万

円支給しました。小学生６８人、中学生７８人です。また、中学校自転車購入等補助金

３万円を３５人に支給しました。

最後に、安全安心のまちづくりです。石川県能登半島地震の発生、そして、阪神・淡

路大震災から丸３０年を迎え、改めて、地震・豪雨災害等の自然災害の発生に備え、地

域防災力を高めるとともに、災害警戒態勢の強化を図り、安全安心のまちづくりに住民

の皆様、関係機関等と連携し、全力で取り組んでまいります。

続いて、神河町の財政状況についてです。国の地方財政状況調査における普通会計歳

出総額は１０３億８６２万０００円で、昨年度より１４億８３７万円の増額とな

りました。また、歳入歳出差引き額は２億８１２万０００円で、そのうち５３１

万０００円を令和７年度へ繰り越すべき財源としましたので、実質収支額は１億２

８０万０００円となりました。また、実質単年度収支はマイナス１０８万０００

円となり、昨年度に引き続き赤字となりました。

財政の弾力性を示す経常収支比率は、歳入における地方税をはじめとした経常一般財

源額は約２億０００万円増加しましたが、歳出における人件費、物件費、公債費に充

当した経常一般財源額が約２億０００万円と大幅に増加したため、昨年度と比較して

⒈３ポイント上回り、９⒋４％となりました。

続いて、財政の健全化判断比率である実質公債費比率は、令和６年度までの３か年の

平均は１⒉１％となり、昨年度と比較して２ポイント上回りました。また、将来負担

比率は３⒏８％となり、昨年度と比較して１⒉９ポイント下回りました。

普通交付税は、再算定もあり３３億５６０万０００円の交付となりました。また、

特別交付税については、当初予算額よりも多い６億６７７万０００円の交付を受け

ることができました。

これらの財源を基に、財政調整基金は、繰入金が増え、逆に積立金が減った結果、年

度末残高は８３２万０００円減の１８億３１１万０００円となりました。
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また、一般会計においては、歳入歳出予算額、当初予算９４億４００万円に、補正

額６億５２６万０００円と、前年度からの繰越明許費７億５０６万０００円を

加え、予算総額は１０８億４３３万円となりました。

決算については、歳入総額１０４億１８６万０００円、歳出総額１０２億７２７

万０００円で、歳入歳出差引き額は２億４５８万０００円となりましたが、その

うち５３１万０００円を令和７年度へ繰り越すべき財源としましたので、実質収支

額は１億９２６万０００円となりました。

さて、人口減少、少子高齢化社会の中、町の行財政運営の将来を見据えると、新たな

行政需要の増加等の行財政環境に対応していくためには、施策の選択と集中が不可欠で

す。これからも財政健全化を堅持していくには、限られた資源の中で行政サービスのさ

らなる効率化と全体最適化を図っていくことが極めて重要になってきます。

それでは、決算の概要につきまして、歳入から説明を申し上げますので、決算書１ペ

ージから４ページを御覧いただきたいと思います。

歳入決算額は、予算現額１０８億４３３万円に対し、調定額１０５億３０４万

６３８円、収入済額１０４億１８６万４５７円で、町税等につきまして１３２万５

２０円を不納欠損としましたので、収入未済額は１億９８６万６６１円となり、予算

現額に対して９⒍７％、調定額に対して９⒏９％の収入でございます。

それでは、決算書１ページから款ごとに収入済額を申し上げます。１款町税は１７億

２７６万３５３円、２款地方譲与税から１０款地方特例交付金及び１２款交通安全

対策特別交付金は合わせて５億９９４万８７５円、１１款地方交付税につきまして、

普通交付税３３億５６０万０００円、特別交付税は６億６７７万０００円、合

計で４０億２３８万０００円、１３款分担金及び負担金は０３０万５６５円、１

４款使用料及び手数料は１億５９７万４０８円、１５款国庫支出金は７億２４５

万６７９円、１６款県支出金は６億５５９万０８３円、１７款財産収入は０７

５万６０５円、１８款寄附金は１億４６２万５００円、１９款繰入金は３億７３

３万８７６円、２０款繰越金は１億３９２万３３６円、２１款諸収入は３億２

９６万１７７円、２２款町債は１４億２８４万０００円。

続きまして、決算書５ページから８ページを御覧ください。歳出決算額は、予算現額

１０８億４３３万円に対し、支出済額１０２億７２７万０５２円で、予算現額に対

し９⒋４％の執行でございます。

それでは、決算書５ページから、款ごとに支出済額を申し上げます。１款議会費は

８４７万９４０円、２款総務費は２５億１５２万８３２円、３款民生費は１７億

４８５万７６６円、４款衛生費は１７億０９８万８４０円、５款農林水産業費

は６億５７３万６１５円、６款商工費は２億０１０万４５５円、７款土木費は

４億２００万０９８円、８款消防費は４億８７１万３３３円、９款教育費は９

億０２８万９９０円、１０款公債費は１３億４５９万１８３円。
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以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、会計管理者から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願

いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

北川会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（北川 由美君） 会計課、北川でございます。それでは、第８

５号議案、令和６年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、決算書により説

明させていただきます。先ほどの町長の説明と重複する部分もありますが、御了承賜り

ますようお願いいたします。

まず、１ページから８ページにかけましては、令和６年度一般会計歳入歳出決算書と

なっています。その歳入合計額が３、４ページに記載がありますので御覧ください。

令和６年度一般会計の歳入の決算額は、調定額１０５億３０４万６３８円に対し、

収入済額１０４億１８６万４５７円、不納欠損額１３２万５２０円、収入未済額は

１億９８６万６６１円となっています。

次に、決算書の５ページから８ページにかけまして、歳出の決算書となっています。

その歳出合計額が７、８ページに記載がありますので御覧ください。

歳出の決算額は、支出済額１０２億７２７万０５２円、翌年度繰越額３億７９４

万０００円、不用額２億９１０万９４８円となり、歳入歳出差引き残額は２億

４５８万４０５円となっています。これによる実質収支につきましては、１９３ペー

ジの令和６年度一般会計決算実質収支に関する調書のとおりでございまして、歳入歳出

差引き額から翌年度へ繰り越すべき財源５３１万０００円を控除した額、１億９

２６万０００円が実質収支額となっています。

それでは、歳入歳出事項別明細書によりまして、主な内容のみになりますが説明させ

ていただきます。

まず、歳入関係でございます。決算書９、１０ページをお開きください。１款町税は、

収入済額１７億２７６万３５３円で、歳入総額の１⒍８％を占め、不納欠損額は１

３２万５２０円、収入未済額は１１６万８３７円、徴収率は９⒌５％です。

１項町民税は、収入済額４億３４０万３６７円で、不納欠損額は８件、２６万

３６６円、収入未済額は５９６万６７８円、徴収率９⒍５％です。

１目個人町民税は、収入済額４億１８１万６６７円で、徴収率９⒍２％です。２目

法人町民税は、収入済額１５８万７００円で、徴収率９⒐５％です。

２項固定資産税は、収入済額１２億８４９万０５７円で、歳入総額の１⒈６％を占

め、不納欠損額は３９件、９３万８５４円、収入未済額は２３０万４７２円、徴

収率は９⒌０％です。

１目固定資産税は、収入済額１２億７２９万０５７円で、徴収率９⒌０％です。２

目国有資産等所在市町村交付金及び納付金は、収入済額１１９万０００円で、新野県
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営住宅や生野ダム関連などの土地建物分となっています。

３項軽自動車税は、収入済額７１６万１１３円で、不納欠損額は９件、１２万３

００円、収入未済額は２８９万６８７円、徴収率９⒋０％です。

４項町たばこ税は、収入済額３３９万１１６円で、徴収率は１００％です。

５項鉱産税は、収入済額３１万７００円です。

ページをめくっていただきまして、２款地方譲与税は、収入済額１億０７０万０

００円で、歳入総額の⒈３％となっています。内訳は、１項地方揮発油譲与税で、収入

済額７１７万０００円、２項自動車重量譲与税で、収入済額２５５万０００円、

３項森林環境譲与税で、収入済額０９７万０００円。

３款利子割交付金は、収入済額８７万０００円。

４款配当割交付金は、収入済額５５６万０００円。

５款株式等譲渡所得割交付金は、収入済額０５０万０００円。

ページをめくっていただきまして、６款ゴルフ場利用税交付金は、収入済額７０７万

８７５円。

７款法人事業税交付金は、収入済額９３３万０００円。

８款地方消費税交付金は、収入済額２億５２９万０００円。

９款環境性能割交付金は、収入済額６２５万０００円。

１０款地方特例交付金は、収入済額２７８万円。

ページをめくっていただきまして、内訳は、１項地方特例交付金で、収入済額６３１

万０００円、２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特別交付金で、収

入済額３０５万０００円、３項定額減税減収補てん特例交付金で、収入済額３４０

万０００円。

１１款地方交付税は、収入済額４０億２３８万０００円で、歳入総額の３⒏３％を

占めています。内訳は、普通交付税３３億５６０万０００円、特別交付税６億６

７７万０００円です。

１２款交通安全対策特別交付金は、収入済額１５６万０００円です。

ページをめくっていただきまして、１３款分担金及び負担金は、収入済額０３０万

５６５円で、歳入総額の３％となっています。内訳は、１項分担金で、収入済額５

５万６００円、１目総務費分担金は１４万円で、８件のケーブルテレビ加入金です。

２目農林業費分担金は３６万１００円で、吉冨区からの林道補修事業受益者分担金で

す。３目土木費分担金は４万５００円で、越知区からの町道改良工事受益者分担金で

す。

２項負担金は、収入済額９７４万９６５円、１目民生費負担金は０７２万９

１０円で、寺前保育所、神崎保育園の運営費負担金、病児・病後児保育負担金や老人福

祉施設入所者費用徴収金です。２目衛生費負担金は１８６万１０２円で、中播北部

行政事務組合からの職員人件費負担金です。３目教育費負担金は４４万１２０円で、
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幼稚園運営費負担金です。４目土木費負担金は６７１万８３３円で、県土木事務所か

らの出向職員人件費負担金です。

１９、２０ページをお願いします。１４款使用料及び手数料は、収入済額１億５９

７万４０８円で、歳入総額の⒈４％となっています。

１項使用料は、収入済額１億００４万６９３円で、１目総務使用料は３４５万

６４０円で、過年度も含めたケーブルテレビ利用料が主なものです。収入未済額２１

万６６０円で、現年及び過年度分のケーブルテレビ利用料です。

２目土木使用料は４０１万６５３円で、町営住宅５団地及び長谷地区の定住促進

空き家活用住宅の使用料、道路占用料、寺前駅前２か所の駐車場使用料、法定外公共物

使用料です。収入未済額は８１万７６０円で、町営住宅比延団地、柏尾団地、中村団

地及び新野駅前団地の現年、過年度分の使用料です。

３目教育使用料は２５６万４００円で、幼稚園預かり保育料や学童保育クラブ、

公民館、町民温水プールなど各施設の使用料です。収入未済額は３万０００円で、過

年度分の学童保育クラブ施設使用料です。

ページをめくっていただきまして、２項手数料は、収入済額５９３万７１５円で、１

目総務手数料は４７４万７２０円で、ケーブルテレビ端末機器設置手数料や町税関係

証明手数料、戸籍住民基本台帳関係の証明手数料などです。収入未済額３００円は、

過年度分のケーブルテレビ端末機器設置手数料です。

２目衛生手数料は１００万９９５円で、し尿くみ取り手数料、犬の登録などの手数

料、一般廃棄物収集運搬業許可証交付手数料です。３目土木手数料は１７万４００円

で、屋外広告物許可手数料などです。４目農林水産手数料は６００円で、農地台帳の

写しの交付手数料です。

１５款国庫支出金は、収入済額７億２４５万６７９円で、歳入総額の⒎０％とな

っています。１項国庫負担金は、収入済額４億６０８万１６３円、１目民生費国庫

負担金は４億４２０万７０６円で、ページをめくっていただきまして、私立保育所

運営費負担金、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給付費等負担金、児童手当被用者

負担金、介護保険低所得者保険料軽減負担金、子育てのための施設等利用給付交付金な

どです。

２目衛生費国庫負担金は１８８万４５７円で、未熟児養育医療給付事業負担金と新型

コロナウイルス予防接種による健康被害給付費負担金などです。

２項国庫補助金は、収入済額２億４０７万５００円で、１目総務費国庫補助金は

２億９３０万５００円で、繰越分を含んでの社会保障・税番号システム整備費補助

金、電子入札システム導入に係るデジタル田園都市国家構想交付金、ページをめくって

いただきまして、繰越分を含んでの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金です。２

目民生費国庫補助金は０６７万０００円で、地域生活支援事業補助金、子ども・子

育て支援事業補助金、地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金は、によん神河の非常
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用自家発電機整備に係るものです。３目衛生費国庫補助金は３１１万０００円で、出

産・子育て支援交付金などです。４目土木費国庫補助金は８３９万０００円で、繰

越分を含めた道整備事業交付金及び道路メンテナンス事業費補助金、若者世帯への住宅

取得補助など定住促進に係る社会資本整備総合交付金や、賃貸住宅の家賃対策補助金で

す。

２７、２８ページをお願いします。５目教育費国庫補助金は２５９万０００円で、

小・中学校の特別支援学級就学援助費や埋蔵文化財緊急発掘調査費の補助金などです。

６目消防費国庫補助金は、７年度へ繰越しのため収入はございません。

３項国庫委託金は、収入済額２２９万０１６円で、１目総務費国庫委託金は２４万

０００円で、自衛隊員募集事務及び中長期在留者住居地届出等事務の委託金です。２

目民生費国庫委託金は２０５万１６円で、国民年金及び特別児童扶養手当事務取扱に係

る委託金です。

１６款県支出金は、収入済額６億５５９万０８３円で、歳入総額の⒍６％となっ

ています。

１項県負担金は、収入済額２億８１３万８３７円で、１目総務費県負担金は３３

２万２１０円で県移譲事務市町交付金、ページをめくっていただきまして、２目民生

費県負担金は２億４７４万１２７円で、私立保育所運営費負担金、国保及び後期高齢

者医療保険基盤安定負担金、障害者自立支援給付費等負担金、児童手当被用者負担金、

介護保険低所得者保険料軽減負担金、子育てのための施設等利用給付費負担金です。３

目衛生費県負担金は６万５００円で、未熟児養育医療給付事業負担金です。

２項県補助金は、収入済額３億９６５万６８６円で、１目総務費県補助金は６

６６万４７８円で、市町振興支援交付金、ＪＲ利用促進事業や小中学校等入学子ども

未来応援支援金などに係る躍動する兵庫応援事業補助金、ページをめくっていただきま

して、電源立地地域対策交付金事業補助金につきましては、町道上岩宮野線舗装修繕工

事に係るものです。２目民生費県補助金は８３３万１７８円で、民生児童委員活動

費用などの社会福祉事業に対する補助金や、老人クラブ活動に係る補助金、各福祉医療

に対する補助金、子ども・子育てなどの児童福祉に対する支援交付金などです。

３３、３４ページをお願いします。３目衛生費県補助金は４７３万０００円で、健

康増進事業や僻地診療所運営費などの補助金、出産・子育て支援交付金、帯状疱疹ワク

チン接種補助金などです。４目農林業費県補助金は２億４２万７３７円で、中山間地

域等直接支払交付金、繰越分を含めた地籍調査事業補助金、多面的機能支払交付金、貝

野、加納地区の営農法人化に係る機構集積補助金、ため池廃止に係る農村地域防災減災

事業補助金、ページをめくっていただきまして、共同利用機械の購入や若者等の雇用に

係る集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金、緊急防災林整備事業補助金などです。

５目商工費県補助金は１６９万０００円で、峰山新宿泊施設起債償還補助金です。６

目土木費県補助金は３３８万０００円で、簡易耐震診断推進事業、空き家活用支援事
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業などの補助金です。７目教育費県補助金は４４１万２９３円で、小学校体験活動事

業、スクール・サポート・スタッフ配置事業、トライやる・ウイーク事業、中学校部活

動指導員配置事業、埋蔵文化財発掘調査費などの補助金です。

３項県委託金は、収入済額１億７８０万５６０円で、１目総務費県委託金は９

５３万６４４円で、ページをめくっていただきまして、県民税徴収事務委託金、衆議

院議員総選挙及び県知事選挙の委託金、毎月人口統計調査や農林業センサス調査など各

種統計調査の委託金、地域再生協働員設置業務などに係る委託金です。２目民生費県委

託金は２万０００円で、援護事務市町交付金です。３目農林業費県委託金は３８２

万０００円で、地籍調査事業及び道の駅維持管理業務に係る委託金です。４目商工費

県委託金は０５４万６２０円で、砥峰高原自然交流館の管理運営に係る委託金です。

５目土木費県委託金は３１９万０００円で、河川クリーン作戦事業やチェーン着脱場

維持管理などの委託金です。６目教育費県委託金は６８万２９６円で、小学校の英語

教育学習支援に対するひょうごがんばり学びタイム事業やコミュニティ・スクールの導

入推進及び活動の充実を図る実践研究などの委託金です。

３９、４０ページをお願いします。１７款財産収入は、収入済額０７５万６０５

円で、歳入総額の３％となっています。

１項財産運用収入は９１１万４６０円で、１目利子及び配当金の２３３万４９

０円は、各基金の運用により生じた利子です。２目財産貸付収入は６７７万９７０

円で、光ケーブル施設、福本貸工場、老人保健施設用地、歯科診療所テナントなどの貸

付収入、その他町有貸付収入としては、白林陶芸館駐車場などの貸付収入です。

２項財産売払収入は、収入済額１６３万１４５円で、里道等の法定外公共物の売払

い及び林業専用道大畑越知線開設に伴う支障伐採木売払いに係る収入です。

４１、４２ページをお願いします。１８款寄附金は、収入済額１億４６２万５００

円で、歳入総額の⒈９％となっています。

１項寄附金、１目一般寄附金の収入はございません。２目指定寄附金の１億４６２

万５００円は、神河ふるさとづくり応援寄附金と、１企業１団体及び１個人の方からの

指定寄附金、１１企業からの神河まち・ひと・しごと創生寄附金です。

１９款繰入金は、収入済額３億７３３万８７６円で、歳入総額の⒊３％となって

います。

１項他会計繰入金は、収入済額９１７万２８４円で、１目国民健康保険事業特別会

計繰入金は２７万２８４円で、特定保健指導事業の経費分の繰入れです。

２目介護保険事業特別会計繰入金は４８９万０００円で、郡認定審査会に係る人件

費や光熱水費分などの繰入れです。３目土地開発事業特別会計繰入金の収入はございま

せん。４目地区振興基金特別会計繰入金は４００万円で、長谷地区振興基金特別会計の

長谷漁業協同組合への補助金分の繰入れです。

ページをめくっていただきまして、２項基金繰入金は、収入済額３億８１５万５
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９２円で、１目公共施設維持管理基金繰入金は１４６万０００円、２目用品調達基

金繰入金は４０万円、３目環境保全基金繰入金は５１万９００円、４目大河内水力発

電所対策基金繰入金は１２万６８６円、５目神河ふるさとづくり応援基金繰入金は

３８７万５００円、６目財政調整基金繰入金は８１６万０００円、７目まちづく

り基金繰入金は７０２万０００円、８目森林環境譲与税基金繰入金は０００万円、

ページをめくっていただきまして、９目交通安全対策基金繰入金は２４４万５０６円、

１０目町債管理基金繰入金は２６６万０００円、１１目企業版ふるさと納税基金繰

入金は１６０万円、１２目ケーブルテレビネットワーク施設維持管理基金繰入金は９

８６万０００円、それぞれ各基金の目的により取崩しの上、繰入れを行っています。

２０款繰越金は、収入済額１億３９２万３３６円で、令和５年度からの繰越明許

に係る繰越財源充当額を含んでの繰越金で、歳入総額の⒈９％となっています。

２１款諸収入は、収入済額３億２９６万１７７円で、歳入総額の⒊０％となって

います。

１項町預金利子は、収入済額１２万１２８円で、一時預金に係る利子です。

２項延滞金加算金及び過料は、収入済額１１３万４４６円で、町税の延滞金です。

４７、４８ページをお願いします。３項貸付金元利収入は、収入済額７４万円で、住

宅改修、新築等に係る資金の貸付事業分で、収入未済額は過年度分で５６４万９０

２円です。

４項受託事業収入は、収入済額１２１万８１５円で、県姫路土木事務所から県道の

草刈りなど環境整備に係る受託収入です。

５項雑入は、収入済額３億９７５万７８８円で、１目診療収入は１３０万１９４円

で、上小田、川上各診療所の診療報酬で、国保連合会などからの受入金です。２目雑入

は３億８４４万５９４円で、市町村振興宝くじ交付金、町ぐるみ健診の実費徴収金、

間伐など森林管理に係る受入金、消防団員退職報償金、自主公演の鑑賞料、ページをめ

くっていただきまして、給食費徴収金のほか、決算書４９ページから５４ページにかけ

て、主なものとしましては、後期高齢者医療広域連合からの福祉医療高額療養費給付調

整金、健診補助金及び療養給付費負担金精算金、町有自動車損害保険受入金、ケーブル

テレビ引込み工事負担金１７件、コミュニティ助成事業助成金は寺野区公民館エアコン

整備に係るものです。峰山高原スキー場施設使用料、１名の方から医師修学資金返還金、

観光施設維持管理負担金、県互助会からの安全安心のまちづくり事業助成金で非常用給

水タンクなどを整備しました。

また、システムの標準化、共通化に係るデジタル基盤改革支援補助金、中播消防署建

設負担金、兵庫県町土地開発公社の解散に伴う出資金を含んでの清算金、電気自動車導

入４台分の補助金、浄化槽事業特別会計精算金などを収入しています。収入未済額は、

６節給食事業収入で過年度分２０万２９０円、８節雑入で１７８万９１２円、内訳は、

創業促進事業補助金返還金が１７６万０００円、公営住宅退去修繕負担金が２件で２
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万９１２円となっています。

５３、５４ページをお願いします。２２款町債は、収入済額１４億２８４万００

０円で、歳入総額の１⒋２％となっています。

１項町債、１目臨時財政対策債は４５４万０００円で、地方税収等の減少に係る

ものです。２目総務債は９億６１０万円で、過疎地域持続的発展特別事業や、繰越分

を含んでの粟賀小学校跡地活用事業などに係るものです。３目衛生債は２億８７０万

円で、病院医療機器整備及びクリーンセンター整備負担金事業に係るものです。４目商

工債は４４０万円で、ヨーデルの森長寿命化改良工事に係るものです。５目土木債は

１億６２０万円で、道路整備事業繰越分も含めた橋梁整備事業、河川整備事業に係る

ものです。

ページをめくっていただきまして、６目消防債は１億６４０万円で、中播消防署北

部出張所建替事業、消防車両購入及び防災行政無線整備に係るものです。７目教育債は

６５０万円で、長谷小学校長寿命化改良工事及び寺前幼稚園長寿命化事業に係るもの

です。

歳入合計では１０４億１８６万４５７円、不納欠損額１３２万５２０円、収入未

済額１億９８６万６６１円となっています。起債現在高の状況につきましては、説明

資料の１０９ページに記載していますので、後ほど御確認いただければと思います。

以上、大まかな説明となりましたが、歳入についての説明を終わらせていただきます。

歳入の説明に引き続きまして、歳出関係の説明をさせていただきます。歳入と同様に

主な内容のみの説明となりますが、よろしくお願いいたします。

決算書歳出事項別明細書５７、５８ページを御覧ください。

１款議会費では、支出済額８４７万９４０円で、歳出総額の９％です。説明資

料は２０ページです。１項１目議会費は、議員報酬及び事務局職員３名の人件費、議会

だよりの印刷費や本会議動画配信の編集委託料など議会運営に係る経費や、議員の成り

手不足対策の一環として議会のあり方ゼミナールを開催し、講師の謝礼などを支出して

います。

５９、６０ページをお願いします。２款総務費は、支出済額２５億１５２万８３

２円で、歳出総額の２⒌２％です。説明資料は２０ページから３７ページです。１項総

務管理費は２４億５１５万１４５円で、１目一般管理費は５億５３２万３０５

円で、特別職２名、一般職員１２名及び再任用職員２名の人件費、会計年度任用職員の

報酬、ページをめくっていただきまして、各区長への行政事務協力謝金、ふるさと納税

に係る返礼品や送料などの事務経費、電算関係の経費では、繰越分のマイナンバーカー

ドへの氏名ローマ字表記等対応のためのシステム改修、基幹系内部情報系システムの保

守点検委託料や使用料、システムの標準化、共通化等のシステムの改修委託料、パソコ

ンリース料、中間サーバー利用負担金などを支出しています。

ページをめくっていただきまして、地方バス路線維持確保のための公共交通維持確保
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対策補助金、電子入札システム導入等に係る負担金、新規事業として、神崎高校の魅力

化、活性化を図るため神崎高校夢実現プロジェクト支援金を支出、医師修学資金を２名

に貸与したほか、神戸大学へは寄附講座と医学研究科腎泌尿器科先端医療技術開発支援

寄附金を支出しています。

２目文書管理費は１９０万９０８円で、ページをめくっていただきまして、町広

報紙の印刷費、ＳＮＳ等を活用した町の情報発信に係る経費や「サタデー９」制作負担

金のほか、文書管理業務委託料や例規システム使用料を支出しています。

３目会計管理費は５３６万１１４円で、会計課職員３名の人件費、指定金融機関取

扱手数料など会計業務に係る経費のほか、図書コミュニティ施設の完了検査支援業務委

託料を支出しています。

４目財産管理費は３億６１２万３８７円で、役場本庁舎や神崎支庁舎などの維持

管理経費が主なもので、ページをめくっていただきまして、公有建物や町有自動車の保

険料、庁舎内外の清掃維持管理や宿日直業務、センター長谷の窓口業務、マイクロバス

の運行管理などの委託料、工事請負費ではちびっこ広場のリニューアル工事を実施、備

品購入費では、軽四の電気自動車４台などを購入、ページをめくっていただきまして、

積立金では財政調整基金、町債管理基金、神河ふるさとづくり応援基金、公共施設維持

管理基金、まちづくり基金にそれぞれ基金の目的により積み立てています。

５目交通対策費は１億２９７万６２６円で、コミュニティバス、デマンドバス運

営事業では運行委託料、運行システムの保守料やオペレーター委託料などの運行経費、

長谷駅利用促進業務委託料、路線バスコミュニティ料金化事業負担金を支出しました。

交通安全施設整備工事としまして、カーブミラーの新設・修繕、区画線、ガードレール

などの工事を実施しました。また、ＪＲ播但線利用促進事業として、ＪＲ播但線、特急

はまかぜ、遠距離通勤・通学者のＪＲを利用した方への補助を行いました。

７１、７２ページをお願いします。６目企画費は１１億４８３万００１円で、職

員６名の人件費や会計年度任用職員の報酬、地域おこし協力隊事業や地方創生事業など

に係る経費が主なもので、ページをめくっていただきまして、今年度が最終年度となる

木造インターンシップ事業の委託料、第３期地域創生総合戦略並びに人口ビジョンを策

定、企業誘致事業ではサテライトオフィス誘致推進として企業向けプレゼンテーション

業務などを委託、繰越分を含めた粟賀小学校跡地公園整備事業では施設整備工事費、設

計業務委託料、遊具の整備、書架、造作家具等備品購入費などを支出しています。

ページをめくっていただきまして、創業促進事業補助金４件、地域おこし協力隊起業

化支援補助金、地域自治協議会は全てのブロックで設立、活動が開始となり、運営負担

金や地域づくり交付金を支出しています。積立金では、企業版ふるさと納税基金に積立

てを行いました。また、粟賀小学校跡地整備事業で７６０万０００円を令和７年度へ

繰り越ししています。

７目ケーブルテレビ管理運営費は１億８１７万５８２円で、ケーブルテレビ管理
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運営に係る経費を支出しています。伝送路や雨量計ケーブルの修繕、システムの更新、

ケーブルテレビ施設指定管理料、備品では加入者貸与機器を購入、また、ケーブルテレ

ビネットワーク維持基金に積立てを行いました。

７７、７８ページをお願いします。８目諸費は７４７万０４５円で、町税の過誤

還付金や国・県補助金等の過年度返還金などを支出しています。

７９、８０ページをお願いします。９目総合推進費は１００万１４２円で、行財政改

革推進委員会及び病院改革委員会などの報酬の経費を支出しています。

１０目消費者行政費は１９８万０３５円で、消費者行政に係るもので、消費者問題

啓発リーフレットなどの印刷、郡消費生活中核センターへの負担金が主なものです。

２項徴税費は０７３万０１２円で、１目税務総務費は３５０万８０４円で、徴

税事務職員６名の人件費、ページをめくっていただきまして、固定資産評価替えに向け

た土地評価等業務、地番家屋図システムの異動更新業務、標準地鑑定評価業務の委託料

などを支出しています。

２項賦課徴収費は７２３万２０８円で、家屋調査員謝礼や賦課徴収に係る納付書等

の印刷代、滞納管理システム保守及び使用料、ページをめくっていただきまして、電子

申告共同利用システム負担金などを支出しています。

３項戸籍住民基本台帳費は４７４万５５９円で、職員１名の人件費のほか、戸籍

事務、住民票の写しなど、コンビニ交付に係るシステムの運用などに要した事務経費で

す。

４項選挙費は８２０万２８１円で、１目選挙管理委員会費は９６７万２８５円

で、職員１名の人件費と選挙管理委員会委員報酬や選挙経常事務に要した事務経費です。

ページをめくっていただきまして、２目衆議院議員総選挙費は９６３万８４９円で、

昨年１０月２７日に執行した衆議院議員総選挙に要した事務経費です。

８７、８８ページをお願いします。３目県知事選挙は８８９万１４７円で、昨年１

１月１７日に執行した県知事選挙に要した事務経費です。

ページをめくっていただきまして、５項統計調査費は１８８万９３２円で、毎月人

口統計調査、教育統計調査、農林業センサス調査など、各種統計調査のほか統計調査員

確保対策に要した経費です。

９１、９２ページをお願いします。６項監査委員費は７９万９０３円で、監査委員

の報酬、費用弁償などで、例月監査、決算審査、定期監査、行政監査などに要した経費

です。

○議長（澤田 俊一君） 北川会計管理者、一度ここで区切ります。

ここで暫時休憩いたします。再開を１０時３０分とします。

午前１０時０７分休憩

午前１０時３０分再開
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○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

休憩前に続いて、第８５号議案、令和６年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件に

ついて詳細説明を求めます。

北川会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（北川 由美君） 会計課、北川でございます。説明の前に一部

訂正をさせていただきます。先ほど、総務費、３目会計管理費で、会計課職員３名と説

明をしましたが、４名が正解でございます。おわびして訂正させていただきます。申し

訳ございませんでした。

それでは、引き続き詳細説明をさせていただきます。

９１ページ、９２ページをお願いします。３款民生費は、支出済額１７億４８５万

７６６円で、歳出総額の１⒎２％です。説明資料は３７ページから５２ページです。

１項社会福祉費は１３億１１０万７１９円で、１目社会福祉総務費は５億０３

２万９９８円で、職員３名の人件費や会計年度任用職員報酬、ページをめくっていただ

きまして、民生児童協力委員や集いの場協力者への謝礼、民生児童委員の費用弁償、ペ

ージをめくっていただきまして、防犯対策事業としまして、防犯灯の設置工事を実施、

防犯灯設置補助を新設２４基、ＬＥＤへの更新３６基、防犯カメラ補助を１件、防犯機

能付電話機購入補助を５１件支出しました。町社会福祉協議会へ運営補助金、物価高騰

対策として、高齢者及び障害者施設への支援金、繰越分を含めた低所得世帯支援給付金

及び調整給付金を支出したほか、６件の住宅改修助成費を支出しました。

繰出金では、国民健康保険事業特別会計と介護保険事業特別会計へそれぞれ繰り出し

をしています。また、低所得世帯支援給付金事業で０５３万０００円を令和７年度

へ繰り越ししています。

９７、９８ページをお願いします。２目老人福祉費は３２２万７６４円で、老人

クラブ活動補助金、広域シルバー人材センター負担金、各ミニデイボランティアグルー

プ活動支援金、ページをめくっていただきまして、老人保護措置費などを支出していま

す。

３目心身障害者福祉費は億０５８万８５７円で、中播福祉会の管理運営費等補

助金や相談支援委託料、ページをめくっていただきまして、障害者・障害児等自立支援

に係る居宅介護、生活介護など介護給付費、生活用具や補装具購入費などを支出してい

ます。

４目医療助成費は２６２万８６３円で、郡医師会等協力金、医療事務処理等に係

る委託料、重度障害者や乳幼児、母子家庭、高齢重度障害者などの医療費が主な支出で

す。

１０３、１０４ページをお願いします。５目国民年金事務費は５８３万７９８円で、

職員１名の人件費と国民年金事務に要した事務費です。

６目民主化推進費は１６９万７４３円で、人権活動事業補助金などを支出していま
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す。

７目後期高齢者医療費は２億６８１万６９６円で、被保険者に対する療養給付費

負担金、広域連合共通経費分賦金や後期高齢者医療事業特別会計への繰出金が主なもの

です。

２項児童福祉費は３億３７４万０４７円で、ページをめくっていただきまして、

１目児童福祉総務費は７３３万３１１円で、縁結び事業の相談員謝礼、婚活イベント

やマッチングアプリの利用補助などの委託料、第３期子ども・子育て支援事業計画策定

業務委託料、結婚新生活支援事業補助金２件、子どもを健やかに生み育てる支援金３０

件分などを支出しています。

２目児童措置費は１億６６１万２７５円で、児童手当が主なものです。

１０７、１０８ページをお願いします。３目保育所費は２億９７９万４６１円で、

神崎保育園や寺前保育所などの私立保育所運営に係る経費で、運営費委託料のほか、一

時預かり事業、延長保育促進事業などへの補助金、公立及び私立施設型給付費負担金、

また、児童福祉施設給食費等補助金は、物価高騰対応重点支援交付金を活用し、給食費

の半額補助を実施しました。

３項災害救助費の支出はございません。

４款衛生費は、支出済額１７億０９８万８４０円で、歳出総額の１⒍９％です。

説明資料は５２ページから６２ページです。

１項保健衛生費は８億３２１万２５６円で、１目保健衛生総務費は７億３７６

万１２１円で、職員１２名、再任用職員２名の人件費、会計年度任用職員の報酬のほ

か、ページをめくっていただきまして、公立神崎総合病院事業会計への補助金、出資金、

水道事業会計への補助金、繰出金ではケアステーション事業特別会計へ運営負担金を繰

り出ししています。

２目健康づくり対策費は００５万８１８円で、健康づくり対策事業に係る経費で、

ページをめくっていただきまして、個別予防接種の医薬材料費や接種委託料、各種健康

づくり教室、町ぐるみ健診、がん検診、婦人健診などの健診委託料、インフルエンザ接

種委託料、帯状疱疹ワクチン接種助成金などを支出しています。

１１３、１１４ページをお願いします。３目母子衛生費は９７１万２６２円で、乳

幼児健診や育児相談などの医師派遣委託料や看護師等の謝礼、妊婦・産婦健診委託料、

出産・子育て応援給付金などを支出しています。

４目保健衛生施設管理費は４５０万５４７円で、大河内保健福祉センターの施設の維

持管理に要した費用を支出しています。

５目診療所費は５１７万５０８円で、ページをめくっていただきまして、川上、上

小田診療所に係る経費で、診療や診療報酬委託料のほか、郡医師会による在宅当番医制

協力金などを支出しています。

２項環境衛生費は８２６万９６９円で、１目環境衛生費は７７４万３６９円
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で、職員５名、再任用職員１名の人件費、会計年度任用職員の報酬、ページをめくって

いただきまして、地球温暖化対策事業として気候変動適応計画策定やかみかわ未来環境

塾などを実施、脱炭素化施策展開事業では脱炭素化に向けて各家庭や個人で実施してい

ただくためのハンドブックを作成し、全戸配布しました。また、中播北部行政事務組合

火葬場分の負担金などを支出しています。

２目公害対策費は５１万６００円で、河川の水質検査委託料です。

３項清掃費は７億９５１万６１５円で、１目ごみ処理費は４億２００万５４

１円で、廃棄物の減量化や普及啓発の取組を行い、廃棄物処理業務などの委託料、ペー

ジめくっていただきまして、中播北部行政事務組合クリーンセンター管理運営費及び次

期ごみ処理施設建設分負担金、町内延べ２２団体に資源ごみ回収補助金、１２台分の家

庭用生ごみ処理容器購入費補助金などを支出しています。

２目し尿処理費は３億７５０万０７４円で、し尿処理に係る事務経費のほか、中

播衛生施設事務組合負担金、下水道事業会計への補助金、出資金を支出しています。

５款農林水産業費は、支出済額６億５７３万６１５円で、歳出総額の⒍３％です。

説明資料は６２ページから７３ページです。

１項農業費は５億５８０万７０２円で、１目農業委員会費は４７３万５５４

円で、農業委員会運営のための経費で、農業委員、農地利用最適化推進委員の報酬及び

費用弁償、事務局職員１名の人件費、ページをめくっていただきまして、農地台帳シス

テムの利用料などが主なものです。

２目農業総務費は４７０万２２０円で、職員５名、再任用職員１名の人件費と会

計年度任用職員報酬や農業関係の事務に要した経費などを支出しています。

１２３、１２４ページをお願いします。３目農業振興費は１億０３５万６３８円

で、会計年度任用職員報酬や農会長への農政事務協力謝礼、食べ盛り応援神河米事業で

は町内小・中学校の保護者を対象に新米を給付しました。

ページをめくっていただきまして、１１集落へ中山間地域等直接支払交付金、農業の

担い手の確保、育成を目的に、水田農業推進補助金、農業機械施設整備支援事業補助金

を４件、多面的機能支払交付金、貝野営農組合及び加納営農組合の営農法人化に係る地

域集積協力金、次世代人材投資事業補助金、有害鳥獣対策としてサル監視員委託料や防

護柵設置補助金、集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金では共同利用機械の購入

や新規人材雇用に対し補助金を支出しています。

１２７、１２８ページをお願いします。４目農地費は２７７万４３１円で、大池

改修工事実施計画策定委託料、宮野大池、丸山池などの廃止工事、町単独土地改良事業

補助金では農地修繕、水路改修など１３件の修繕工事補助金を支出しています。

５目農業施設管理費は９０３万１９２円で、水車公園の清掃維持管理委託料や指定

管理料、道の駅の維持管理委託料やイベント補助金などを支出しています。

１２９、１３０ページをお願いします。６目地籍調査費は２億４１４万６６７円
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で、山林部の地籍調査事業に係る経費で、職員９名の人件費、地籍調査に係る推進委員

の謝礼のほか、繰越分を含めた調査地区の測量等委託料、ページめくっていただきまし

て、地籍情報管理システムリース料などを支出しています。

７目山林振興対策事業費は５万円で、県地域振興対策協議会への負担金です。

２項林業費は１億３４４万９１３円で、１目林業総務費は７６４万４５６円

で、職員１名の人件費、県治山林道協会負担金、広域基幹林道千ケ峰・三国岳線工事負

担金などを支出しています。

１３３、１３４ページをお願いします。２目林業振興費は１億５８０万４５７円で、

木工芸センターの指定管理料、町内１２の生産森林組合への補助金、森林整備や森林機

能の強化を図るため、森林経営管理意向調査、間伐促進として町森林経営管理事業委託

料、町森林整備補助金などを支出したほか、治山治水工事補助金として危険木伐採１４

件、治山治水補助３件、林道の維持修繕工事費などを支出しています。

３項水産業費は６４８万０００円で、３漁協への運営補助金、ページをめくってい

ただきまして、水産活性化補助金を３漁協及びＮＰＯ法人へ支出しています。

６款商工費は、支出済額２億０１０万４５５円で、歳出総額の⒉７％です。説明

資料は７４ページから７７ページです。

１項商工費は２億０１０万４５５円で、１目商工振興費は５８７万４０５円

で、職員２名の人件費、町商工会への運営補助金、商業振興事業補助金ではハートフル

商品券発行や販路拡大など、事業継続に取り組む事業主に対し９件の補助金を支出して

います。

２目観光振興費は２億４２３万０５０円で、職員５名の人件費と会計年度任用職

員報酬、ページをめくっていただきまして、わくわく公園、ホテルモンテ・ローザ、観

光交流センター、グリーンエコー笠形体育施設、桜華園、ヨーデルの森の各観光施設へ

の指定管理料や各観光施設の修繕料などの維持管理費、ページをめくっていただきまし

て、かみかわ夏まつり委託料、ホテルリラクシア及び町道峰山線の除雪など峰山高原附

帯施設等管理委託料、砥峰高原自然交流館の管理運営委託料、高原直通バスやスキー場

シャトルバスの借り上げ料、工事請負費では、新田ふるさと村トイレ洋式化工事及び電

気整備改修工事、ヨーデルの森体験施設棟長寿命化改修工事などを実施しました。また、

神河町観光協会への補助金や桜華園へ森林環境譲与税拡充森林整備事業補助金を支出し

ています。

１４１、１４２ページをお願いします。７款土木費は、支出済額４億２００万０

９８円で、歳出総額の⒋５％です。説明資料は７８ページから８５ページです。

１項土木管理費、１目土木総務費は６４０万９９７円で、職員９名の人件費や会

計年度任用職員報酬、ページをめくっていただきまして、長谷駅、寺前駅及び新野駅の

トイレ清掃委託料、寺前駅前２か所の駐車場管理委託料、道路台帳更新や積算システム

保守委託料、また、大河・柏尾区内における急傾斜地崩壊対策事業負担金などが主な支
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出です。また、地理情報システム整備事業で９００万円を令和７年度へ繰り越しして

います。

２項道路橋梁費は２億１７３万７２４円で、１目道路橋梁維持費は１億６３０万

７２４円で、道路照明灯の電気代、町道の除草作業及び除雪、凍結防止剤の散布委託

料、町道粟賀・柏尾・貝野線、町道上岩・宮野線などの町道の舗装修繕工事や維持修繕

工事のほか、ページをめくっていただきまして、備品ではランドクルーザー用のスノー

プラウを購入しています。

２目道路橋梁新設改良費は１億５４２万０００円で、橋梁長寿命化修繕計画策定

業務委託料、繰越分も含めた町道測量調査設計や橋梁補修設計の委託料、町道作畑・新

田線道路改良工事、繰越分の向田橋及び南橋、石風呂橋など橋梁補修工事費を支出して

います。また、道路メンテナンス事業で７２５万円、道整備交付金事業で８００万円

を令和７年度へ繰り越ししています。

３項河川費、１目河川費は１７９万０９３円で、土砂災害情報相互通信システム

雨量計４台の更新、システム保守点検業務委託料、越知川ほか河川整備事業委託料、中

茶屋川、中谷川などの河川改修工事、東山谷川、猪篠川ほか、河川整備工事費を支出し

ています。

１４７、１４８ページをお願いします。４項都市計画費、１目都市計画総務費は８１

万８０円で、かみかわ銀の馬車道まちづくり協議会補助金を支出しています。

５項住宅費は１２５万２０４円で、１目住宅管理費は４５５万８８６円で、

町内５か所の町営住宅及び定住促進空き家活用住宅の維持管理経費、空き家等対策計画

の改定、若者世帯向け家賃補助金２５件、住宅取得支援補助金８件、リフォーム支援補

助金６件、ひょうご住まいの耐震化促進事業補助金１件、公的賃貸住宅家賃対策調整補

助金９件などを支出しています。

１４９、１５０ページをお願いします。２目住宅建設費は６６９万３１８円で、

移住・定住事業、空き家バンク事業等を一般社団法人かみかわ移住・定住サポートセン

ターへ委託し、多自然居住業務委託料を支出したほか、カクレ畑水道設備管理委託料、

空き家活用支援補助金２件、空き家おかたづけ支援補助金６件などを支出しています。

また、宅地開発支援事業として８区画の住宅分譲地の補助金を支出しています。

８款消防費は、支出済額４億８７１万３３３円で、歳出総額の⒋２％です。説明

資料は８５ページから８８ページです。

１項消防費は４億８７１万３３３円で、１目常備消防費は２億９２５万９２９

円で、姫路市消防局へ消防事務委託料及び消防車両更新に伴う負担金、中播消防署北部

出張所の老朽化に伴う移転に係るヘリポート設置調査、支障木伐採委託料、造成工事及

び建替工事設計委託料、造成工事請負費、用地及び建物購入費などを支出しています。

ページをめくっていただきまして、また、中播消防署本署建設事業負担金などを支出

しています。
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２目非常備消防費は２５６万６８１円で、本部役員、本部付団員、分団長、副分

団長、班長、団員の報酬、非常時の出動に伴う報酬、退団者への退職報償金、福祉共済

制度掛金、公務災害補償掛金、退職報償金掛金、消防活動交付金などを支出しています。

１５３、１５４ページをお願いします。３目消防施設費は６６５万５２９円で、消

防団各部のポンプ自動車の燃料代や修繕費など、消防車両や消防施設の維持管理経費を

支出しています。

４目災害対策費は０２４万１９４円で、災害対策として防災気象情報提供業務委

託料や、火災発生時などにメール配信するひょうご防災ネットシステム使用料、防災行

政無線事業では、戸別受信機屋外アンテナ等設置委託料、防災行政無線システム等保守

業務委託料、防災行政無線操作卓のＯＳ更新委託料を支出しています。

ページをめくっていただきまして、備品購入で防災備蓄品では非常用給水タンク、段

ボールベッドなどを購入、一般備品では戸別受信機が製造中止となることから２００台

を購入しています。また、防災行政無線システム機能強化事業で、８７９万０００

円を令和７年度へ繰り越ししています。

９款教育費は、支出済額９億０２８万９９０円で、歳出総額の⒐３％です。説明資

料は８８ページから１０６ページです。

１項教育総務費は７１１万３４１円で、１目教育委員会費は１０３万２６７円

で、教育委員４名の報酬、費用弁償など一般的事務経費です。

２目事務局費は６０８万０７４円で、教育長及び職員５名の人件費と会計年度任

用職員の報酬、ページをめくっていただきまして、スクールソーシャルワーカーの謝礼、

ページをめくっていただきまして、スキー実習委託料、スポーツ・文化競技大会出場激

励金を２６件、小中学校等入学子ども未来応援支援金を小学校６８名、中学校７８名を

対象に支出しています。

２項小学校費は１億７３６万１６８円で、１目小学校管理費は１億７１４万

３６３円で、小学校３校の学校医等に係る報酬のほか、職員１名の人件費や会計年度任

用職員の報酬、ページをめくっていただきまして、各種教材などの消耗品や小学校にお

ける施設管理運営経費、通学バス委託料、ＩＣＴ教育の充実を図るための校内ＩＴ支援

業務委託料、ページをめくっていただきまして、パソコンリース料、工事請負費では長

谷小学校屋上防水工事、寺前小学校プールサイド部分貼替工事等を実施しました。また、

備品購入費では指導書及び指導用準拠教材購入費などを支出しました。

２目小学校教育振興費は０２２万８０５円で、会計年度任用職員の報酬、ページ

をめくっていただきまして、自然学校や環境体験活動事業委託料のほか、要保護、準要

保護と特別支援学級児童への援助費を支出しています。

３項中学校費は８８３万０６０円で、１目中学校管理費は８２６万９３４円

で、神河中学校の学校医等の報酬、職員１名の人件費、会計年度任用職員の報酬、ペー

ジをめくっていただきまして、中学校における施設管理運営経費のほか、通学バス委託
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料、ＩＣＴ教育の充実を図るための校内ＩＴ支援業務委託料やパソコンリース料などを

支出しています。

ページをめくっていただきまして、備品では指導者用デジタル教材や寄附金を活用し

て楽器を購入したほか、自転車購入費補助金３５件を支出しています。

２目中学校教育振興費は０５７万１２６円で、会計年度任用職員報酬、トライや

る・ウイーク事業や外国語指導助手派遣業務委託料、要保護、準要保護と特別支援学級

生徒への援助費などを支出しています。

４項幼稚園費、１目幼稚園費は１億７７４万５６４円で、幼稚園に係る園医や歯

科医等の報酬、会計年度任用職員の報酬、ページめくっていただきまして、職員９名分

の人件費や幼稚園における施設管理運営経費のほか、ページをめくっていただきまして、

寺前幼稚園長寿命化改良工事設計業務委託料などを支出しています。また、幼稚園施設

整備事業で１億６７５万０００円を令和７年度へ繰り越ししています。

５項社会教育費は２億９１５万０９２円で、１目社会教育費総務費は１億６８７万

２６６円で、社会教育委員の報酬、職員５名の人件費、会計年度任用職員の報酬、ペー

ジをめくっていただきまして、町史編さん事業では、発刊に向けて各部門の調査や原稿

執筆の謝礼、招聘旅費、第１巻と第５巻の発刊・製作委託料や埋蔵文化財の調査保存に

係る委託料、学童保育クラブ管理運営の委託料、二十歳の集い委託料、ページをめくっ

ていただきまして、郡青少年補導センター負担金、人権文化推進啓発などのための各補

助金などを支出しています。

２目公民館費は５５９万８３７円で、中央公民館及び神崎公民館の職員２名の人

件費、公民館長、会計年度任用職員の報酬、ページをめくっていただきまして、公民館

施設の光熱水費や修繕料、各設備の保守点検など施設の維持管理経費、神河シニアカレ

ッジや公民館の各教室などの運営経費のほか、公演委託料、ページをめくっていただき

まして、中央公民館ロールスクリーン設置工事、大判プリンターなど一般備品及び図書

の購入費、町文化協会への補助金などを支出しています。

３目社会教育施設運営費は６６９万９８９円で、児童センター、子育て学習センタ

ーの管理運営に係るもので、各種事業における会計年度任用職員の報酬、光熱水費、修

繕料及び施設管理委託料など各施設の維持管理経費、親子体操教室などの講師の委託料

のほか、きらきら館空調設備更新工事費及び設計監理委託料を支出しています。

１８３、１８４ページをお願いします。６項保健体育費は２億００４万７６５円

で、１目保健体育総務費は６２３万６１０円で、保健体育一般事務に係るもので、ス

ポーツ推進委員の報酬及び費用弁償、神河マラソン大会などスポーツ大会委託料、町ス

ポーツ協会の補助金などを支出しています。

２目体育施設管理費は１億８８５万４９６円で、ページをめくっていただきまして、

はにおか運動公園、町民体育館、町民温水プール、町民グラウンド、神崎体育センター、

すぱーく神崎、松ケ瀬グラウンドの各体育施設の維持管理に係る経費で、会計年度任用
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職員の報酬、各施設の光熱水費や修繕料、施設の管理委託料、スイミングスクール委託

料、ページをめくっていただきまして、はにおか運動公園管理棟トイレ改修工事費を支

出しています。

３目学校給食費は１億４９５万６５９円で、学校給食に係る経費で、職員３名、

再任用職員１名の人件費、会計年度任用職員の報酬、ページをめくっていただきまして、

光熱水費や修繕料、施設管理に係る各種委託料、主食や副食の原材料費のほか、配電機

器更新工事などを実施しました。

ページをめくっていただきまして、備品では給食配送用コンテナなどを購入、国の重

点支援地方交付金を活用し学校給食の半額補助を行ったほか、要保護、準要保護と特別

支援学級の児童生徒に係る給食の援助費などを支出しています。

１０款公債費は１３億４５９万１８３円で、歳出総額の１⒉８％です。説明資料は

１０６ページです。

１項公債費、１目元金は、一般公共事業債や一般単独事業債などの長期債の元金償還

金で１２億４７９万１４４円。２目利子は、一般公共事業債や一般単独事業債の利子

償還金や一時借入金利子で９７６万９７１円。３目公債諸費は、支出済額３万０

６８円で、起債償還に伴う手数料です。

１１款諸支出金は、科目設定のみで執行額はございません。

１２款予備費は、６５４万０００円をそれぞれの科目に充用いたしました。

歳出合計では、支出済額１０２億７２７万０５２円、翌年度繰越額として繰越明許

費３億７９４万０００円となっています。

１９３ページをお願いします。一般会計決算実質収支に関する調書でございます。内

容につきましては、決算額の報告の際、説明しましたので、省略をさせていただきます。

１９４、１９５ページをお願いします。財産に関する調書でございます。公有財産の

項目の土地及び建物で、土地の年度中の増減は、行政財産、その他の行政機関が５７

６平方メートルの増で、中播消防署北部出張所の用地所得によるものです。

次に、公共用財産の学校・幼稚園は７０⒋６平方メートルの減で、旧長谷幼稚園の

用途変更により、行政財産から普通財産その他への振替によるものです。

社会教育・体育施設では旧粟賀小学校が図書コミュニティ施設へ用途変更になり、普

通財産その他からの振替で１万１５⒋２４平方メートルの増、その他施設では４９⒌

５平方メートルの増で、ひと・しごと・未来館の用地取得によるものです。行政財産で

は合計２万５２⒈１４平方メートル増加しました。普通財産の山林では１名の方から

の寄附により３２４平方メートル増、その他では旧長谷幼稚園と旧粟賀小学校跡地の

用途変更による振替及び旧エル・ビレッジおおかわち用地の寄附により、差引き８２

⒏３６平方メートルの増、普通財産合計で１５⒉３６平方メートルの増となりました。

行政財産、普通財産合わせて３万６７⒊５０平方メートル増加し、土地の年度末現

在高は１４２万１３⒋７８平方メートルです。
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次に、建物の木造で普通財産その他では、旧エル・ビレッジおおかわちの建物の寄附

により１０⒎７４平方メートル増加し、木造建物の年度末現在高は１万４７⒐０３平

方メートルとなりました。

次に、非木造建物で、行政財産、公共用財産、学校・幼稚園で旧長谷幼稚園の用途変

更により、普通財産その他へ振替となり３７７平方メートルの減、社会教育・体育施設

で０２⒈７２平方メートルの増。内訳は、すぱーく神崎が社会福祉協議会からの無償

譲渡により１８０７平方メートルの増、図書コミュニティ施設の建設により８４⒈

６５平方メートルの増、長谷小学校内で再開した長谷幼稚園が６⒊５１平方メートルの

増、長谷小学校が６⒊５１平方メートルの減となっています。その他施設ではひと・し

ごと・未来館の建物購入により２９⒌４４平方メートルの増、行政財産の合計で９４

１６平方メートルの増となりました。

普通財産では、その他で旧長谷幼稚園の用途変更により３７７平方メートルの増、非

木造建物合計で３１⒎１６平方メートル増となり、建物の決算年度中の増減合計は

４２⒋９０平方メートル増で、建物の年度末現在高は８万３３⒈８３平方メートルと

なりました。

１９６ページをお願いします。⑵有価証券につきましては、増減ございません。

⑶出資による権利では、兵庫県町土地開発公社は解散により出資金１５０万円の減、

残高ゼロ円となりました。出資金につきましては返還されています。

次に、姫路・西はりま地場産業センターは解散により出捐金２０万円の減、残高ゼロ

円となりました。出捐金については、返還請求できる権利性がないことから返還はされ

ません。

ひょうご農林機構の出資金については、新たに農家子弟の親元就農促進や次世代のビ

ジネスリーダーとしての農業後継者を育成するための事業を実施するに当たり、現在の

運用益による事業展開では事業費に不足が生じるため、各市町からの出資金で造成して

いる積立資産の取崩しが平成３０年度から継続して行われ、令和６年度では１９万０

００円減少し、残高が１９３万０００円となっています。出資による権利は１８９万

０００円減少し、年度末現在高は６９２万０００円となっています。

⑷公営企業会計への出資では、公立神崎総合病院への出資を平成２６年度から実施し

ており、令和６年度で１１年目となりました。令和６年度で１億７２０万０００円

増加し、３８億４５２万０００円の出資残高となっています。

また、下水道事業への出資は３２１万０００円で、出資残高は４億４１９万

０００円となり、合計で年度末現在高は４２億８７１万０００円となっています。

１９７ページをお願いします。⑸債権では、住宅資金等貸付金で元金の返済により５

８万円の減、医師修学資金貸与金は２名の方に貸与し４８０万円の増、１名の方から９

６０万円の返還があり、差引き４８０万円の減、債権合計で５３８万円の減となり、債

権の年度末現在高は２億３４１万０００円となっています。
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⑹基金では、それぞれの基金の目的により取崩し及び積立てを行いました。

財政調整基金では５５７万０００円減少し、１８億７６３万０００円の残高と

なったほか、基金合計での決算年度中の増減が差引き３５６万０００円の増となり、

年度末現在高は３７億６００万０００円となりました。括弧書きは有価証券で、内

書きとしております。増減額の括弧書きにつきましては、有価証券の動きを表しており

ます。

１９８ページをお願いします。⑺物品では、普通自動車でカローラフィールダーを廃

車し１台の減で合計２０台。軽四自動車ではエブリイ２台、ミラ１台、合計３台を廃車

し、電気自動車サクラ及びミニキャブＥＶを各２台購入、差引き１台の増となり合計３

４台となりました。合計では増減はなく合計８９台となっています。

以上、令和６年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、これで説明を終わ

らせていただきます。よろしく御審議賜りますようお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 北川会計管理者、長時間の説明、お疲れさまでした。

以上で第８５号議案の提案説明は終わりました。

次に、第８６号議案、令和６年度神河町ケアステーション事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８６号議案、令和６年度神河町ケアステーション事業特別会

計歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、分担金及び負担金５４６万０００円、繰入金０７２万

０００円、繰越金１９４万８７１円、諸収入９０１万９７７円、歳入合計は

７１４万８４８円となっています。

歳出におきましては、業務費４０８万６１８円、歳出合計４０８万６１８円

となり、歳入歳出差引き額は３０６万２３０円でございます。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、健康福祉課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

藤原健康福祉課長。

○健康福祉課長（藤原 栄太君） 健康福祉課、藤原でございます。第８６号議案の詳細

について御説明を申し上げます。

特別会計決算説明資料の３ページをお願いいたします。

ケアステーション事業特別会計は、介護療育支援事業、病児・病後児保育事業、在宅

医療・介護連携支援事業の３つの事業を運営しております。
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主な内容は、介護療育支援事業は、小児療育支援として、特別な支援が必要な子供に

対し通所による療育、リハビリ・保育を行っております。さらに、平成２６年度から障

害児相談支援事業も始めております。また、介護支援といたしまして、神崎郡各町の介

護予防事業や保健・医療・福祉及び教育関係者への専門研修、小・中学校の福祉教育や

住宅改修、介護相談を行っております。

病児・病後児保育事業は、令和３年３月から神崎郡３町で共同運営しておりまして、

保護者が仕事等で家庭において保育ができない方で、おおむね６か月児から小学校６年

生の児童で、当面症状の急変はないが病気の回復期に至っていない、また、病気は回復

期にあるが、小学校や保育所等での集団生活が難しい児童等を一時的に預かっておりま

す。利用には医師の診察が必要で、利用定員は１日２名となっております。

在宅医療・介護連携支援事業は、医療と介護の両方を必要とする神崎郡内の高齢者が、

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療機

関と介護サービス事業者等の関係者と連携を図ることを目的に、神崎郡３町が神崎郡医

師会に事業委託を締結しております。その中心となる神崎郡在宅医療・介護連携支援セ

ンターの運営、各機関との連絡調整の役割を果たしております。

それでは、ケアステーション事業特別会計決算書の詳細について、事項別明細書で説

明させていただきますので、決算書５ページ、６ページの歳入を御覧ください。

１款分担金及び負担金は、市川町、福崎町からの運営費の負担金で５４６万００

０円です。

３款繰入金の１目一般会計繰入金は、神河町の運営負担金で０７２万０００円で

す。

４款繰越金は、前年度繰越金で１９４万８７１円です。

次に、５款諸収入、１項事業収入ですが、１目障害児通園事業収入で３２０万４４

円、２目障害児相談支援事業収入で３６４万３９０円です。

次に、２項受託事業収入０１６万１４０円は、神崎郡在宅医療・介護連携支援セ

ンターの事業委託９００万円と、職員を各町の介護予防教室や大学等へ講師として派遣

した事業収入等です。

３項利用者負担金１０１万４７６円は、事業利用者の個人負担分でございます。

４項雑入は９８万９２７円で、職員の健診の助成金などが主なものでございます。

以上のとおりで、歳入合計は７１４万８４８円でございます。

次に、７ページ、８ページの歳出をお願いいたします。

１款１項１目介護療育支援事業運営費３７９万５６７円は、職員の人件費と施設

管理費が主なものでございます。

１節報酬３７４万７２３円は、会計年度任用職員である保育士２名、社会福祉士

１名、事務員１名と運転員３名の計７名分でございます。

２節給料７５９万５００円は、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、ケースワ
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ーカーの正職員４名分でございます。

３節職員手当等４５４万２５３円は、正職員の職員手当と会計年度任用職員の期

末手当で、４節共済費９５７万８７４円は、正職員及び会計年度任用職員の共済費で

ございます。

７節報償費１万９６０円は講師の謝礼でございます。

８節旅費は６０万８５４円で、普通旅費４万６８７円と会計年度任用職員の費用

弁償５６万１６７円でございます。

１０節需用費は３５６万５１２円で、主に燃料費、光熱水費、施設、公用車の修繕

などでございます。

１１節役務費は、通話料、公用車の保険料などで６１万３４８円でございます。

１２節委託料は、清掃維持管理、エレベーター保守点検等で２０２万０９６円です。

１３節使用料及び賃借料は、財務会計システムの賃借料、土地借り上げ料やコピー使

用料などで５９万４１９円。

１７節備品購入費は、パソコン等購入費で３５万３８０円。

また、１８節負担金、補助及び交付金は研修の負担金６万０００円。

２１節補償、補填及び賠償金は、公用車事故に係る賠償金で４４万２４８円、また、

２６節公課費は、自動車重量税５万４００円です。

次に、２目病児・病後児保育運営費１３７万２２８円は、職員の人件費が主なも

のでございます。

１節報酬６２６万８４６円は、会計年度任用職員である保育士１名と看護師１名の

計２名分でございます。

３節職員手当２３２万５０６円は、会計年度任用職員の期末勤勉手当で、４節共済

費１２８万７６９円は会計年度任用職員の共済費です。

８節旅費は１３万８３５円で、その内訳は、普通旅費１万６３５円と会計年度任用

職員費用弁償１２万２００円です。

１１節役務費は、通話料で４万２７２円、１２節委託料は、神崎総合病院への応急

対応業務委託料などで１３１万０００円です。

次に、３目在宅医療・介護連携支援事業運営費８９１万８２３円は、職員の人件費

が主なものでございます。

２節給料４４４万４００円は、社会福祉士１名分です。

３節職員手当等２４８万４９６円は正職員の職員手当、４節共済費１７２万４６

４円は職員の共済費です。

７節報償費は１４万０００円で、講師謝礼です。

８節旅費は５万９９９円で、普通旅費でございます。

１１節役務費は、通話料などで８７４円です。

１２節委託料は、手話通訳委託料で４万５９０円です。
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１８節負担金、補助及び交付金は、研修の負担金０００円でございます。

２款公債費、償還金、利子及び割引料と３款予備費は、科目設定を設けておりました

がゼロ円でございます。

以上のとおりで、歳出合計は４０８万６１８円となり、歳入歳出差引き３０６

万２３０円を次年度に繰り越しします。

次に、１３ページ、１４ページには実質収支に関する調書と財産等に関する調書をつ

けておりますので、御覧いただきたいと思います。

以上が決算の状況でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第８６号議案の提案説明は終わりました。

次に、第８７号議案、令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８７号議案、令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、国民健康保険税が１億４４４万４４３円、県支出金９億９０２万

１９１円、繰入金７８７万４１３円、繰越金８５８万２４８円など、歳入合計は１２

億１４９万２６５円となっております。

歳出では、総務費９７６万７７５円、保険給付費９億６０万１５６円、国民健

康保険事業費納付金３億４８４万３２６円、保健事業費１２０万６２４円、諸支

出金００１万６７４円など、歳出合計は１２億６４８万１８３円となっており、

歳入歳出差引き額は５００万０８２円となり、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

井出住民生活課長。

○住民生活課長（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。それでは、第８７号

議案の詳細説明を申し上げます。

まず、特別会計決算説明資料の７ページをお願いいたします。国民健康保険につきま

しては、国民皆保険体制の基盤をなす制度として、社会保障施策の中核的役割を果たし

てきましたが、被保険者数の減少や医療費の高騰等により、各自治体単独での安定した

財政運営が全国的に危ぶまれるようになりました。そこで、安定的で持続可能な制度運

営を目指して、平成３０年度から兵庫県と各市町が共同で運営を行っていますが、市町

間の保険税率は統一されていない状況であることから、県内に住む同じ世帯構成、同じ
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所得の被保険者であれば、県内のどこに住んでいても保険税が一律となる標準保険税率

の導入が決定しており、令和１２年度には完全統一となります。

神河町の保険税率は、県が算定する標準保険税率より低いため、令和１１年度に前倒

しでの統一に向け、被保険者の保険税負担が急激な上昇とならないよう、計画的、段階

的に保険税率の引上げを行っております。しかし、想定を上回る被保険者数の減少に伴

い、税収も落ち込んでいることから、保険税率の引上げ幅を調整し、財政調整基金の残

高を考慮しながら、安定した国保財政運営を目指していく必要があります。

それでは、国民健康保険事業特別会計決算書により説明いたしますので、歳入歳出決

算事項別明細書５ページから６ページをお願いいたします。

まず、歳入ですが、主なものの収入済額を説明いたします。

１款国民健康保険税の総額は１億４４４万４４３円で、収入未済額が４６５万

１７５円で、徴収率は７⒏１％です。収入額の内訳は、１項１目一般被保険者分１億

４４４万４４３円、うち１節現年課税分１億８１２万３９５円、２節滞納繰越

分６３２万０４８円で、税の内訳はそれぞれ備考のとおりです。

２款使用料及び手数料は５万５００円で、保険税督促手数料です。

３款国庫支出金１０万０００円は、１項２目社会保障・税番号システム整備費補助

金で、マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴うマイナ保険証に係る周知広報等

補助金です。

４款県支出金の総額は９億９０２万１９１円。

７ページから８ページをお願いいたします。県支出金の全額は、１項１目保険給付費

等交付金で、その内訳は備考欄に記載のとおり、普通交付金が９億３１９万３６６円、

特別交付金が５８３万８２５円です。

５款財産収入５万６２８円で、財政調整基金利子です。

６款繰入金の総額は７８７万４１３円で、内訳は、１項１目１節保険基盤安定繰入

金５５６万１１３円で、備考欄に保険税軽減分、これは国の制度による法定軽減で、

所得に応じた応益割の軽減と、保険者支援分の内訳を記載しております。

２節職員給与費等繰入金９９２万７１７円、３節出産育児一時金等繰入金１９９

万６６６円、４節財政安定化支援事業繰入金６６４万０００円、５節地方単独福祉

医療費助成繰入金３０２万７３１円。

９ページから１０ページをお願いいたします。６節未就学児均等割保険税繰入金４６

万９４６円、７節産前産後保険税繰入金５万２４０円です。

２項１目１節財政調整基金繰入金は０２０万０００円です。

７款繰越金は、前年度繰越金で８５８万２４８円です。

８款諸収入は、総額１３５万８４２円で、１項１目延滞金は一般被保険者延滞金で

８１万１０３円です。２項１目第三者納付金は１５万０３９円で、これは交通事故

２件分です。
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２目の一般被保険者返納金は３７万７００円です。

以上、歳入合計は１２億１４９万２６５円でございます。

続きまして、歳出になります。１１ページから１２ページをお願いいたします。

主な項目の支出済額を御説明申し上げます。

１款総務費の総額は９７６万７７５円です。このうち、１項１目一般管理費は

９２８万９６９円で、節の主なものは、報酬、給料、職員手当等、共済費、需用費、

委託料などで、その詳細は備考欄に記載のとおりです。

１３ページから１４ページをお願いいたします。２項１目賦課徴収費は４２万８０

６円で、賦課徴収に係る消耗品や郵便料など備考欄に記載のとおりです。

３項１目運営協議会費は、国民健康保険運営協議会の委員報酬、費用弁償で５万０

００円です。

２款保険給付費の総額は９億６０万１５６円です。内訳は、１項療養諸費の総額は

７億５０９万１１８円、このうち、１目一般被保険者療養給付費は７億８４９万

３５０円、２目一般被保険者療養費は４３８万６５８円、３目審査支払手数料は２２

１万１１０円でレセプト点検手数料などです。

２項高額療養費は、総額１億０５９万３６９円、このうち、１目一般被保険者高

額療養費は１億０５５万９６８円です。

１５ページから１６ページをお願いいたします。２目一般被保険者高額介護合算療養

費は３万４０１円、３項移送費はゼロ円です。

４項出産育児諸費２９９万２６０円、５項葬祭諸費８５万円、６項精神結核医療付

加金は１０７万４０９円です。

３款国民健康保険事業費納付金の総額３億４８４万３２６円です。

１７ページから１８ページをお願いいたします。内訳として、１項１目一般被保険者

医療給付費分２億０３２万５４１円、２項１目一般被保険者後期高齢者支援金等分

１１９万１６４円、３項１目介護納付金分は２５２万６２１円です。

４款保健事業費の総額は１２０万６２４円です。このうち、１項特定健康診査等

事業費は４３１万１７３円で、４０歳から７５歳未満を対象としたメタボリックシン

ドロームの予防、改善を主眼とした特定健診、保健指導に係る経費です。

２項保健事業費は６８８万４５１円で、制度啓発パンフレットなどの作成費用、人

間ドック、脳ドックなどに係る経費です。

１９ページから２０ページをお願いいたします。

５款基金費は、財政調整基金積立金５万６２８円です。

６款諸支出金の総額は００１万６７４円で、内訳は、１項１目国民健康保険税還

付金６０万３９８円、２目県支出金返納金９０８万９９２円、３目国庫支出金返納

金は３万０００円で、詳細は備考欄に記載のとおりです。

２項は一般会計繰出金で、２７万２８４円です。
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２１ページから２２ページをお願いいたします。

以上、歳出合計が１２億６４８万１８３円でございます。

なお、２３ページに決算実質収支に関する調書、２４ページに財産等に関する調書を

記載しております。

令和６年度末の国民健康保険財政調整基金残高は１億２００万０００円となって

おります。

令和６年度国民健康保険事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第８７号議案の提案説明は終わりました。

次に、第８８号議案、令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８８号議案、令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、後期高齢者医療保険料１億０７６万８４５円、繰入金４９７万０１

３円、諸収入１万６３２円など、歳入合計は２億９２３万１３５円となっており

ます。

歳出では、総務費８２５万６３０円、後期高齢者医療広域連合納付金２億８６８万

４２９円など、歳出合計は２億６９４万６９１円となっており、歳入歳出差引き額

は２２８万４４４円で、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

井出住民生活課長。

○住民生活課長（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。それでは、第８８号

議案の詳細説明を申し上げます。

最初に、特別会計決算説明資料の１０ページをお願いいたします。

後期高齢者医療制度の運営につきましては、兵庫県内の全ての市町が加入する兵庫県

後期高齢者医療広域連合が保険者となり、市町と事務を分担しておりますが、高齢化が

進み年々被保険者は増加傾向にあり、後期高齢者の医療費は今後さらに増えていくこと

が見込まれます。

このような状況により、後期高齢者負担率が引き上げられ、１人当たりの保険料が増

加しています。令和６年度の収納率は全体で９⒐９８％となり、前年度より１４％の
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増となりました。今後も税務課等との連携を取りつつ、高い収納率を維持する努力をす

るとともに、健康福祉課と連携した高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施など、健

診受診率の向上を目指した取組を推進してまいります。

それでは、後期高齢者医療事業特別会計決算書により説明いたしますので、歳入歳出

決算事項別明細書、５ページから６ページをお願いいたします。

まず、歳入ですが、主なものの収入済額を説明いたします。

１款後期高齢者医療保険料の総額は１億０７６万８４５円で、収入未済額が３万

２０６円、徴収率９⒐９％、内訳は、１項１目特別徴収１億８９９万６６５円で、

徴収率は１００％となっております。２目普通徴収１７６万１８０円で、徴収率は

現年度分が９⒐９％、過年度分が８⒎４％でございます。

２款使用料及び手数料は９００円で、滞納分督促手数料です。

３款繰入金の総額は４９７万０１３円で、１項１目事務費繰入金８２４万７３

０円、２目保険基盤安定繰入金６７２万２８３円で、これは所得が低い方の保険料

軽減分を国と町が補填しているものです。

４款諸収入の総額は１万６３２円でございます。

７ページから８ページをお願いします。３項１目保険料還付金は１万６３２円で、

２目還付加算金はゼロ円です。

５款繰越金、前年度繰越金は３４７万７４５円です。

以上で、歳入合計は２億９２３万１３５円でございます。

続きまして、歳出になります。９ページから１０ページをお願いいたします。

１款総務費の総額は８２５万６３０円で、主なものは、２節給料２７４万２００円、

３節職員手当等１３５万４２円、４節共済費１１６万１８０円、１２節委託料１７１

万０００円で、保険料賦課限度変更に伴うシステム改修委託料です。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は２億８６８万４２９円で、内訳は備考欄に記載

のとおりです。徴収した保険料１億１９５万１４６円と、歳入で申し上げました保

険基盤安定制度に係る負担金６７２万２８３円です。

３款諸支出金ですが、１１ページから１２ページをお願いします。１項１目１万６

３２円、これは歳入で申し上げた保険料還付金でございます。

以上、歳出合計は２億６９４万６９１円となります。

なお、１３ページに決算実質収支に関する調書を記載しておりますので、御確認くだ

さい。

令和６年度後期高齢者医療事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御

審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第８８号議案の提案説明は終わりました。

ここで昼食のため暫時休憩いたします。再開を１３時ちょうどとします。

午前１１時５６分休憩
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午後 １時００分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

午前中の第８７号議案、令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定の件、第８８号議案、令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認

定の件の詳細説明について、一部訂正の申出がありましたので、ここで説明をお願いい

たします。

井出住民生活課長。

○住民生活課長（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。先ほど御説明しまし

た第８７号議案、令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件及

び令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定の件について、それ

ぞれ詳細説明に一部誤りがございましたので訂正をさせていただきたいと思います。

まず、国民健康保険事業特別会計決算書、歳入歳出決算事項別明細書の１８ページで

ございます。３款国民健康保険事業費納付金の１７ページから１８ページの２項１目一

般被保険者後期高齢者支援金等分を１１９万１６４円と御説明しましたけれども、

正しくは１９９万１６４円でございます。

続きまして、後期高齢者医療事業特別会計につきまして、９ページから１０ページの

１款総務費の３節職員手当等のところで１３５万４２円と申し上げたけれども、正しく

は１３５万０４２円でございます。訂正をさせていただきます。よろしくお願いいた

します。

○議長（澤田 俊一君） 以上のとおりです。御了承願います。

それでは、次に、第８９号議案、令和６年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決

算認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８９号議案、令和６年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、介護保険料２億６６５万９５５円、国庫支出金３億１６

９万２３４円、支払基金交付金３億２４０万９５６円など、歳入合計は１５億

１６０万７６１円となっています。

歳出におきましては、総務費２５３万４９２円、保険給付費１３億１６６万

０９９円、地域支援事業費７４６万１８５円など、歳出合計は１５億７０４万

７４１円となり、歳入歳出差引き額は４５５万０２０円でございます。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、健康福祉課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお
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願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

藤原健康福祉課長。

○健康福祉課長（藤原 栄太君） 健康福祉課、藤原でございます。第８９号議案の詳細

について説明をさせていただきます。

特別会計決算説明資料の１３ページをお願いいたします。高齢者が可能な限り住み慣

れた地域で自立した日常生活を営むことができるよう、包括的に確保されている地域包

括ケアシステムの構築を目標に、令和６年度から令和８年度の神河町高齢者福祉計画・

第９期介護保険事業計画を策定し、今後の人口減少や高齢化に伴う介護保険料やサービ

ス費の負担増が見込まれる中、月額保険料基準額を２００円に決定しております。今

後、介護予防事業を促進し、独り暮らし高齢者や身寄りのない方への支援、認知症高齢

者を支える地域のネットワーク体制の整備を図っていきます。また、介護保険事業所へ

適切な事業所運営に努めてもらうよう、必要に応じて県と連携しながら実地調査、指導

監査を行ってまいります。

それでは、介護保険事業特別会計決算書の事項別明細書以下で説明をさせていただき

ますので、５ページを御覧ください。

歳入でございます。１款介護保険料、１節現年度分２億６２９万１８０円、徴収

率は９⒐８％で、６５歳以上の方の保険料でございます。２節滞納繰越分３６万７７

５円でございます。

２款分担金及び負担金７７９万０００円は神崎郡介護認定審査会共同設置負担金

で、市川町から７７３万０００円、福崎町から００６万０００円の負担をいただ

いております。

３款使用料及び手数料は、介護保険料に係る督促手数料１件１００円の１１６件分で

１万６００円でございます。

４款１項１目介護給付費負担金２億７９７万４８９円は、介護給付費に係る国の

負担分で、負担率は、在宅サービスに係る負担率２０％、施設サービスに係る負担率は

１５％でございます。２項１目調整交付金５７８万円は、高齢化率などで調整されて

国から交付されています。

続きまして、７ページをお願いいたします。２目地域支援事業交付金、介護予防事業

分７７５万６００円は、介護予防事業実施に係る国からの交付金でございます。３目

地域支援事業交付金、２目以外の事業分は４０８万１４５円で、地域包括支援セン

ターの運営費、認知症高齢者見守り事業、権利擁護事業、在宅医療・介護連携推進事業、

生活支援体制整備事業等に係る国からの交付金でございます。４目保険者機能強化推進

交付金１２４万０００円は、各市町村が自立支援・重度化防止に向けた積極的な取組

を行うことを支援する目的で交付されるものでございます。５目１節法改正対応システ

ム改修補助金は２３１万０００円でございます。６目保険者努力支援交付金２５３万
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０００円は、介護予防・健康づくり等に資する取組を行うことを支援する目的で交付

されるものでございます。７目介護保険災害等臨時特例補助金は、新型コロナウイルス

感染症の影響により減収した介護保険料を補うための補助金で、特に今年度はございま

せんでした。

５款１項１目介護給付費交付金３億１８８万９５６円でございます。

９ページをお願いいたします。２目地域支援事業交付金０５１万０００円で、こ

の支払基金交付金は、第２号被保険者４０歳から６４歳の方が医療保険と合わせて納め

ていただいた保険料で、社会保険診療報酬支払基金を通じて交付されるものでございま

す。

６款１項１目介護給付費負担金１億７９４万円は、介護給付費に係る県の負担分で、

在宅サービスに係る負担率１⒉５％、施設サービスに係る負担率は１⒎５％でございま

す。２項１目地域支援事業交付金、介護予防事業分４８４万０００円でございます。

２目地域支援事業交付金、１目以外の事業分７０４万０７２円でございます。

１１ページをお願いいたします。

７款財産運用収入、１目利子及び配当金４万８９４円は、介護給付費準備基金に生

じた利子でございます。

８款繰入金、１目介護給付費繰入金１億８９５万６３７円は、介護給付費に係る

町の負担相当分１⒉５％でございます。２目１節一般会計繰入金、職員給与等繰入金

９８１万５９３円は、事務職員４名、介護認定訪問調査員２名の給与費相当分でござ

います。２節事務費繰入金４７０万２７０円は、郡認定審査会に係る神河町負担分

７４９万０００円と、その他事務費繰入金７２１万２７０円でございます。３節地

域支援事業繰入金、介護予防事業分４７１万４８２円、４節、３節以外の事業分６６

５万９６８円、５節介護保険料軽減負担金繰入金１０８万３４０円でございます。

１３ページをお願いいたします。

９款１項１目繰越金２０５万３０８円は、前年度繰越金でございます。

１０款１項１目第１号被保険者延滞金はございません。２項１目雑入５１８万４５２

円は、内訳としまして介護予防ケアプラン作成料４９４万３６０円と、成年後見申立

て費用６９２円、介護予防事業参加費２３万０００円、訪問型サービスＡ利用者負

担金４００円でございます。

以上、歳入合計は１５億１６０万７６１円でございます。

続きまして、１５ページをお願いいたします。

歳出でございます。１款１項１目資格業務管理費６１７万２２２円は、資格及び

保険料賦課業務の税務課、健康福祉課職員２名分の人件費と、法改正に伴うシステム改

修委託料などの事務費でございます。２目サービス業務管理費７７０万８９６円は、

健康福祉課職員２名分の人件費と介護認定訪問調査員２名分の報酬、事務費でございま

す。
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１７ページをお願いいたします。３目連合会の会員負担金１０万８５８円でござい

ます。２項１目賦課徴収費４９万８４２円は、賦課徴収等に係る事務費でございます。

３項介護認定審査会費４４１万０２９円は、審査委員への報酬、費用弁償等と、２

名の会計年度任用職員の報酬並びに認定審査に係るコンピューター保守点検委託料、神

崎郡介護認定審査会への職員給与分の繰出金などの事務費でございます。

１９ページをお願いいたします。４項訪問調査費３５９万６４５円は、介護保険訪

問調査に係る事務費で、主なものは主治医意見書料でございます。５項運営協議会費２

万０００円は、介護保険事業運営協議会の開催に伴う６名分の委員謝礼でございます。

２１ページをお願いいたします。２款１項１目介護サービス給付費等諸費１３億０

６７万１９０円で、前年度に比べ２％増となっております。主なものは、居宅介護サ

ービス給付費３億８１２万９３９円、施設介護サービス給付費５億０３１万４

７１円、地域密着型介護サービス給付費２億５５８万９８１円でございます。２項

その他諸費９８万９０９円は、介護給付費審査支払手数料でございます。

２３ページをお願いいたします。３款１項１目介護予防・生活支援サービス事業費

３１１万６０４円は、総合事業として要支援認定者及び事業対象者が利用する訪問介

護相当サービスや通所介護相当サービスの負担金が主な内容でございます。２目介護予

防ケアマネジメント事業費１６３万５６０円は、要支援認定者のケアプラン作成費用

に係る国保連合会へ支払う負担金でございます。２項１目一般介護予防事業費３１３

万７４９円は、職員１名分の人件費と介護予防事業の委託料などでございます。

２５ページをお願いいたします。３項１目包括的・継続的ケアマネジメント事業費

４７０万４４２円は、地域包括支援センター職員１名分と会計年度任用職員のケアマネ

ジャー１名の人件費と事務費でございます。

２７ページをお願いいたします。２目認知症高齢者見守り事業費２１２万８３６円

は、認知症タッチパネル検査によりハイリスク者を発見した場合、ナースボランティア

による認知症予防教室や民生委員ＯＢによるいきいき教室や地区巡回教室への参加案内

をしており、その事業に係る看護師などのスタッフの委託料でございます。３目権利擁

護事業費６１万８６円は、地域見守りネットワーク会議に係る委員謝金など、町が低所

得者に対する成年後見制度に係る申立てを行う費用、成年後見制度利用支援事業助成金

などでございます。４目住宅改修支援事業費は、１件０００円です。５目在宅医療・

介護連携推進事業費３４８万５２４円は、平成３０年度から神崎郡医師会に委託して

います神崎郡在宅医療・介護連携支援センター運営委託料と、在宅医療・介護連携推進

協議会開催に係る会議出役委託料などでございます。

２９ページをお願いいたします。６目生活支援体制整備事業費８００万円については、

社会福祉協議会に委託しております生活支援コーディネーター委託料でございます。７

目認知症初期集中支援推進事業費０３０万０４１円は、地域包括支援センター職員

１名分の人件費が主なものでございます。８目地域ケア会議推進事業費２７万０００
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円は、会議に出席いただいた委員謝金などでございます。４項１目審査支払手数料６万

３４３円は、総合事業の審査支払手数料でございます。

３１ページをお願いいたします。５款１項１目介護給付費準備基金積立金２２２万

０００円は、介護保険給付費準備基金への積立金でございます。

６款１項１目第１号被保険者保険料還付金１３万３７０円は、保険料還付金６件分

でございます。２目償還金３０２万５９５円は、過年度に係る国・県負担金等の償

還金でございます。

これらによりまして、歳出合計は１５億７０４万７４１円でございます。

３３ページに決算実質収支に関する調書を掲載しております。

３４ページの介護保険の準備基金については、令和６年度に２２２万０００円を

積み立て、決算年度末には１億１４７万０００円を保有しております。

以上で詳細説明を終わります。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第８９号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９０号議案、令和６年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件

について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９０号議案、令和６年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳

出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、調定額、収入済額ともに７８６万８０９円でございます。歳出では、支

出済額が３０万３２８円でございます。実質収支におきましては、歳入歳出差引き額

が７５５万４８１円で、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長から御説明しますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

それでは、令和６年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算につきまして詳細のほ

う説明させていただきます。

まず、この特別会計につきましては、新たな宅地開発事業、既存の宅地造成、寺前の

秋桜たうん、貝野しんこうタウンの管理事業、それと、長谷カクレ畑多自然居住推進事

業、体験施設１８棟と分譲地１５区画の販売に係る事業費についての会計でございます。

令和６年度におきましては、新たな宅地開発及びカクレ畑の分譲地の販売には至ってお

りません。
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決算書の５ページ、６ページの歳入を御覧いただきたいというふうに思います。土地

の売払い収入でございます。３５万２００円におきましては、カクレ畑クラインガル

テンの体験施設１８棟に伴う家賃収入から町へ収入したものでございます。繰越金にお

きましては、令和６年度からの繰越金７５０万６０９円でございます。

歳入総額といたしまして、調定、収入済額ともに７８６万８０９円でございます。

次に、決算書７ページ、８ページの歳出でございます。１款土木費、１項住宅費、１

目宅地開発事業費の１０節需用費でございます。７万２３１円ですけれども、コピー

用紙等の消耗品、それから決算書の印刷製本費でございます。次に、１１節役務費８円

でございますけれども、指定金融機関取扱手数料ということで、宅地開発事業費につき

ましては７万２３９円ということになっております。３目カクレ畑多自然居住推進事

業費、２１節補償、補填及び賠償金２３万０８９円につきましては、大川原区などへ

の土地の補償費としてお支払いをする分でございまして、詳細につきましては、大川原

区には１４万４２４円、大川原区の１組のほうに８万６６５円を支出をさせていた

だいております。

歳出の総額につきましては３０万３２８円でございます。

決算書９ページを御覧いただきたいと思います。令和６年度の決算実質収支に関する

調書でございます。先ほど申しましたとおり、歳入から歳出総額を差し引きまして、実

質収支額につきましては７５５万０００円でございまして、令和７年度へ繰越しを

いたします。

次に、１０ページですけれども、財産に関する調書につきましては、令和６年度にお

きましては変更がございません。合計２万２１２平方メートルということになっており

ます。

以上、詳細説明といたします。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９０号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９１号議案、令和６年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９１号議案、令和６年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳

出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

訪問看護は、中播磨地域の病院や開業医からの依頼は多く、姫路市香寺町から朝来市

生野町までをエリアとし、訪問看護、訪問リハビリなどを行っております。また、在宅

医療、在宅ケアの推進のため、地域医療の担い手として地域住民の皆様の要望に応える

べく、夜間の携帯電話への転送により２４時間緊急連絡体制を取る対応も行っておりま

す。
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今年度の訪問看護ステーション利用者数は３２１人、訪問総回数は１万５９０回、

収入済額は１億１７４万４１８円、支出済額は１億２６３万４４２円、歳入歳出

差引き残額は９１１万９７６円となりました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。それでは、

第９１号議案の詳細説明を申し上げます。

まず、特別会計決算説明資料の２１ページをお願いいたします。中段部分から少し読

み上げをさせていただきます。かんざき訪問看護ステーションは、平成６年４月事業開

始以降３１年間にわたって、神崎郡３町、姫路市香寺町、朝来市生野町の各市町の関連

機関と連携を図り事業を展開しており、在宅療養を行っている高齢者、難病患者、末期

患者のＱＯＬ、ＱＯＬとは、患者が身体的、精神的、社会的に満足して生活を送れる状

態を示しております、を確保して、患者の症状に応じた適切な看護を提供し、家庭にお

いてより安定した療養生活が送れるよう支援することを目的として日々業務に励んでお

ります。看護師は、２４時間３６５日自宅への訪問を行い、医療とケアの両方を提供で

きることから大きな役割を担っています。当ステーションには、看護師以外に理学療法

士、作業療法士、言語聴覚士も在職していますので、それらの職種とも協働し、関節の

動きが悪くなる拘縮予防や床擦れなどの褥瘡予防にも努めております。そして、業務を

円滑に遂行するために、併設している公立神崎総合病院のみならず、紹介いただいた病

院とのカンファレンスにも積極的に参加し、退院後早期に訪問し、切れ目のない医療サ

ービスを令和６年度も提供してまいりました。

今後、当地域の人口構造の変化により若者世代の減少が進む中、後期高齢者のさらな

る増加は、認知症をはじめとする要介護認定者や重度者の増加、多死社会、独り暮らし

の高齢者、医療・介護の複合的なニーズの増加につながります。その治療や療養、そし

てみとりは、在宅等へと今後さらに移行していくと予想されますので、訪問看護の需要

が高まり、患者の状態が多様化し、ますます個々のニーズに応じたケアが求められるこ

とになると思います。これらを実現するため、訪問看護に特化したスキルや専門性を高

めるための教育や研修による人材育成に注力することで、訪問看護に従事する担い手の

モチベーション向上につながり、訪問看護という選択肢を広く認知してもらうことにな

ると考えます。

今後増え行く高齢者のニーズに応え、本人の意思の実現を中心に、どのような暮らし

を望まれるかについて、医療介護サービスだけでは担えない暮らしの隅々まで支えるこ

とができるよう、本人、家族、担当する多職種で今後も検討を重ね、利用者に寄り添う
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サービスを提供してまいります。

それでは、詳細について事項別明細書で説明させていただきますので、決算書の５ペ

ージをお願いいたします。

１款事業収入は１億２３９万８１９円。その内訳は、医療保険収入が６４２万

２８４円と、介護保険収入のサービス事業収入が０１９万１２５円、居宅介護支

援事業収入がケアプラン作成費として５７８万４１０円でございます。

２款国庫支出金の民生費国庫補助金は、オンライン資格確認導入補助金４２万００

０円でございます。

３款県支出金の社会福祉費補助金は、医療機関等原油価格・物価高騰対策支援補助金

３万円でございます。

４款財産収入の利子及び配当金は、財政調整基金の利子、令和５年５月から令和６年

４月分で３２０円。

５款繰入金の財政調整基金繰入金はゼロ円。

６款繰越金は６２９万８４３円でございます。

７款諸収入、１項受託事業収入は、介護予防受託事業収入等で６５万５１０円、２

項雑入は、町有自動車損害保険受入金などで１９３万９２６円でございます。

以上のとおりで、歳入合計は１億１７４万４１８円でございます。

次に歳出です。７ページ、８ページをお願いいたします。

１款業務費は１億９１３万１２２円で、人件費が主なものでございます。まず、１

節報酬６２６万００６円は、会計年度任用職員である看護師４名、理学療法士１名、

作業療法士１名、事務員１名の計７名分でございます。２節給料９０７万８００円

は、理学療法士、作業療法士、看護師、事務員の正職員１０名分でございます。３節職

員手当等９００万９０１円は、正職員の各種職員手当と会計年度任用職員の期末勤

勉手当で、４節共済費９１８万６６９円は、正職員及び会計年度任用職員の共済組

合負担金等でございます。８節旅費は１２５万２８０円で、その内訳は、普通旅費５万

６２６円と会計年度任用職員費用弁償、通勤手当でございますけれども、１１９万

６５４円でございます。１０節需用費は、訪問用公用車の燃料代などで４１２万２１

５円、１１節役務費は、通話料などで２１２万０１９円、１２節委託料は、訪問看護

委託料などで２７９万５２４円でございます。

９ページ、１０ページをお願いいたします。１３節使用料及び賃借料は、ユニホーム

リース料などで１４３万６９９円、１７節備品購入費は、公用車２台とオンライン資

格確認機器一式購入で３３２万８２９円でございます。１８節負担金、補助及び交付

金は、研修会負担金などで１１万３８０円、２１節補償、補填及び賠償金は、公用車

事故の賠償金で３９万６００円、２６節公課費は、自動車重量税３万２００円でござ

います。

２款公債費はゼロ円。
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３款基金積立金は、１００万円と歳入の財政調整基金の利子３２０円を加算した１０

０万３２０円を積み立て、令和６年度末の基金の現在額は６８０万１６０円となっ

ています。

４款諸支出金は、病院事業会計へ事務所賃借料相当として２５０万円の繰り出しでご

ざいます。

以上のとおりで、歳出合計は１億２６３万４４２円となり、歳入歳出差引き９１

１万９７６円を次年度へ繰り越しいたします。

１１ページ、１２ページは、決算実質収支に関する調書と財産に関する調書をつけて

おりますので、御覧をいただきたいと思います。

以上で詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９１号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９２号議案、令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９２号議案、令和６年度産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳

出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、使用料及び手数料が３万３００円、基金繰入金が２７５万０００円、

諸収入が３７７万２３１円などで、歳入合計は６５７万１１７円となっております。

歳出では、産業廃棄物処理事業費が６０９万０００円、歳出合計も同額、歳入歳

出差引き額は４７万１１７円で、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課防災特命参事から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

藤原住民生活課防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（藤原 一宏君） 住民生活課、藤原でございます。そ

れでは、第９２号議案の詳細説明を申し上げます。

最初に、令和６年度神河町特別会計決算説明資料２６ページを御覧ください。神河町

建設残土砂等処分地、通称ニガ竹処分地は、受入れ容量が満杯に近づいたため、地元区

の鍛治区、大河区と協議を重ね、令和４年度に当面の受入れについても同意をいただい

たところでございます。令和６年度におきましては、造成仕上げ工事の３年目でござい

まして、林道の側溝、アスファルト舗装工事、フェンス設置工事、繰越分としましては、

小段の水路工事を実施しております。

なお、次の処分地につきましては、過去の一般質問で、当町のような小規模の自治体
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が産業廃棄物の最終処分場を設置し運営していくことは適当ではないとお答えをしてお

りますけども、将来的な不燃物の処理方法につきましては、引き続き検討をしてまいり

たいと思います。

それでは、令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計決算書により御説明をいた

しますので、歳入歳出決算事項別明細書５ページ、６ページを御覧ください。

まず、歳入でございますが、１款使用料及び手数料は、処分地の使用料で３万３０

０円、１１トンの不燃物を受け入れております。

２款財産収入９５４円は、財政調整基金の利子。

３款繰入金２７５万０００円は、産業廃棄物処理事業財政調整基金からの繰入金

６２３万０００円と、繰越明許費の基金繰入金６５２万０００円。

４款繰越金６３２円は、前年度繰越金。

５款諸収入３７７万２３１円は、消費税の還付金でございまして、歳入合計は６５

７万１１７円でございます。

続きまして、歳出でございますが、７ページ、８ページを御覧ください。１款産業廃

棄物処理事業費は６０９万０００円で、主なものは、１２節委託料と１４節工事請

負費でございまして、委託料１５８万４６０円の内訳でございますけども、施設管理

業務委託料９４万円は地元の鍛治区、大河区へ、水質検査委託料は処分地の表流水と地

下水の水質検査委託料でございまして３５万０００円、管理業務委託料は処分地及び

周辺の除草作業委託料で７万８６０円、地中温度及びガス分析委託料が２１万６０

０円でございます。次に、１４節工事請負費４４４万５００円でございますが、処分

地整備工事請負費が８３９万６００円、繰越明許費分が６０４万９００円で、

歳出合計は６０９万０００円でございます。

９ページには決算実質収支に関する調書を、１０ページには財産等に関する調書を記

載しております。

なお、令和６年度末の財政調整基金残高は５４８万０００円となっております。

以上で第９２号議案の詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９２号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９３号議案、令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定

の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９３号議案、令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳

入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、調定額、収入済額ともに２７７万３３５円でございます。歳出でも、支
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出済額が２７７万３３５円でございます。また、地区振興基金の決算年度末現在高は

５億４６１万１４９円でございます。

以上が決算の概要でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９３号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９４号議案、令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定

の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９４号議案、令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳

入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、調定額、収入済額ともに７０４万２１５円でございます。歳出でも、支出

済額が７０４万２１５円でございます。また、地区振興基金の決算年度末現在高は７

８２万６５３円でございます。

以上が決算の概要でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９４号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９５号議案、令和６年度神河町水道事業会計決算認定の件について、提出者

の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９５号議案、令和６年度神河町水道事業会計決算認定の件に

ついて御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページ、令和６年度神河町水道事業報告書を御覧ください。令和６年度

は水道施設再編推進事業にて、第２配水池の更新工事を債務負担行為により実施してお

り、令和７年度まで事業を継続していきます。また、水道管路緊急改善事業では、粟賀

町地内の一部の水道管の布設替え工事を実施し、安全安心のライフラインづくりの強化

を図りました。

経営面においては、今年度も経営健全化に向けた経費の節減に取り組み、給水停止、

支払い督促申立て等による未納料金の収納強化にも努めました。

運営面では、設備の適正な維持管理に努め、有収率向上のため例年実施している現地

での漏水調査のほか、衛星画像を活用した漏水調査も実施しました。令和４年度から実

施している水道資材等の共同発注においては、令和６年度より、以前より実施していた

市川町のほか新たに福崎町を加えた３町で実施し、経費節減を図りました。引き続き、

近隣市町との広域連携の協議を進めていきます。

経営状況では、収益的収支の事業収益は３億３０９万０００円、事業費用は３億
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１１０万０００円で、収支では当年度純利益は１９９万０００円となりました。

資本的収支では、資本的収入は１億６４０万０００円で、資本的支出は３億１

５５万０００円で、うち建設改良費１億６４０万０００円、企業債償還金１億

５１４万０００円、その他資本的支出０００万円となり、収支不足額２億５１５

万０００円は、過年度分損益勘定留保資金等で補填いたしました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

谷綛上下水道課長。

○上下水道課長（谷綛 和人君） 上下水道課、谷綛でございます。それでは、第９５号

議案について詳細を説明させていただきます。

まず、水道事業会計決算書の１ページをお願いいたします。決算報告書で第３条予算

の収益的収入及び支出で、収入の第１款水道事業収益の決算額は４億５６６万１２

４円でございます。これは、先ほど町長が説明しました金額の税込みの金額でございま

す。支出の第１款水道事業費用の決算額は３億２３０万４４８円となりました。税

込みの金額でございます。

２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で、収入の第１款資本的収入の決

算額は１億６４０万０００円。支出の第１款資本的支出の決算額は３億１５５万

４２２円でございます。資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億５１５万

４２２円は、過年度損益勘定留保資金等で補填をしております。

３ページをお願いいたします。損益計算書でございます。こちらは消費税抜きの金額

でございます。営業収益は２億７３０万６０１円。営業費用は３億４４７万１

８４円。差し引きまして１億７１７万５８３円の営業損失となっております。次に、

営業外収益は１億５７９万２４３円。営業外費用は６４６万３８０円。したが

いまして、経常利益は２１４万２８０円となっております。そのほか、特別損失が

１５万３４０円ございましたので、当年度純利益としましては１９９万９４０円の

決算となっております。前年度繰越利益剰余金が３億１３６万４４５円でございま

したので、当年度未処分利益剰余金としまして３億３３５万３８５円となってござ

います。

４ページは、剰余金の計算書をつけてございます。確認をお願いしたいと思います。

次に、５ページ、６ページの貸借対照表でございます。５ページの資産の部で、固定

資産合計額は４２億９４９万３９９円、流動資産の合計は４億６２３万０２０

円で、資産合計は４６億５７３万４１９円となってございます。

次に、負債の部は、固定負債の企業債が２２億４８２万４３６円、流動負債の合

計額は３億５２万１７８円でございます。繰延べ収益では、長期前受金が３３億２４
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０万１８５円で、長期前受金収益化累計額は２０億４６１万１４５円、繰延べ収

益合計額は１２億７７９万０４０円となりまして、負債の合計額は３８億３１４万

６５４円となっております。

次に、資本の部でございます。資本金合計が４億３７４万５０１円、剰余金では、

工事負担金が５４８万８７９円で、利益剰余金の当年度未処分利益剰余金が３億

３３５万３８５円となっておりまして、剰余金合計は３億８８４万２６４円、資

本合計は８億２５８万７６５円で、負債資本合計は資産合計と同額の４６億５７

３万４１９円でございます。

７ページをお願いいたします。キャッシュフローの計算書でございます。業務活動に

よるキャッシュフローはプラスの１億４０５万６２４円、投資活動によるキャッシ

ュフローはマイナスの１億１６３万８０８円、財務活動によるキャッシュフローは

マイナスの５２４万７３６円となってございます。資金の増減額はマイナスの２

８２万９２０円、資金の期首の残高が４億５１８万６８９円でありましたので、

資金の期末の残高としましては４億２３５万７６９円となってございます。業務活

動のキャッシュフローがプラス、投資活動がマイナス、財務活動がマイナスとなってご

ざいますので、健全経営ではございますが、資金が少し減っておりますので、これが少

しでも増えていくような活動になるように努力してまいりたいと考えております。

８ページ、９ページは注記表でございます。重要事項の説明を記載しておりますので、

御確認をお願いしたいと思います。

次は、決算附属書類でございます。

１０ページは、先ほど町長が説明しましたので、省略をさせていただきます。

１１ページをお願いいたします。⑵番の経営指標について御説明をさせていただきま

す。まず、経常収支比率でございますが、これは経常費用、つまり営業費用プラス営業

外費用が経常収益、営業収益プラス営業外収益によって、どの程度賄われているかを示

す指標でございまして、この比率が１００％未満である場合、収益で費用を賄えず、経

常損失が生じていることを意味をしますが、今年度も、少しではありますが、１００％

を超えまして１０⒌９７％でございますので、健全な経営ができていることが分かりま

す。

次の料金回収率ですが、これは、給水に係る費用がどの程度給水収益で賄えているか

を示した指標でありまして、１００％を切っております、７⒌２８％の残り約２５％を

一般会計からの繰入金で賄っているということでございます。

次は、有形固定資産減価償却率でございますが、これは、有形固定資産のうち償却対

象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを示す指標で、資産の老朽化度合いを示して

おります。一般的に数字が高いほど法定耐用年数に近い資産が多いことを示しておりま

して、当町は５⒏０６％となっておりまして、全国平均が５⒈７５％と比べましても、

若干高い数値となっております。当町も全国平均も数値は上がっておりまして、全国的
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に水道資産の老朽化が大きな問題となってきております。

次の管路経年劣化率は、法定耐用年数を超えた管路延長の割合を示す指標で、管路の

老朽化度合いを示しております。当町は５⒋２４％となっていまして、令和５年から大

きな配水池２か所の更新工事を優先し実施してきましたので、管路更新が老朽化に追い

ついていない状況でございます。令和８年からは管路更新の量を増やし、この率をでき

るだけ下げていきたいと考えております。

最後に、管路更新率でございますが、当該年度における更新率でございまして、１

２％と低い数値になってしまっていますが、先ほども言いましたように、配水池の更新

工事が大きなウエートを占めましたので、管路更新を少し抑えている結果でございます。

また、近年、国庫補助事業が、要望しましても満額補助がつかないというような状況に

あります。県とも相談しながら、国にしっかりと要望していきたいと考えております。

１２ページ、１３ページをお願いいたします。２ポツの工事については、主要な工事

を記載をしております。全部で６件となってございます。

３ポツの業務量でございます。給水人口が昨年度よりも２３３人減っておりまして、

それに伴い給水量も減ってきております。有収率は５⒌３１％で、昨年６⒈６１％でし

たので、前年度よりも⒍３ポイントの減となってしまっています。管路の改修工事を進

め、人工衛星を使用した漏水調査も実施していますが、町内全域で老朽化が進み、改修

が追いついていない現状でございます。人口減、また節水意識の浸透により、確実に営

業収益は減ってきております。持続可能な水道事業とするため、さらなる経営戦略を進

めていく必要がございます。

一番下の段から１４ページにかけまして、重要契約の要旨を記載しております。御確

認をお願いします。

次に、企業債及び一時借入金の概要でございますが、企業債の前年度末残高は２５億

０２１万３０１円で、本年度借入額は９９０万円、本年度償還高が１億５１４万

７３６円の償還をしましたので、本年度末残高が２４億４９６万５６５円となっ

てございます。

次に、１６ページをお願いいたします。収益費用明細書でございます。主立ったもの

を説明させていただきます。１項１目１節の水道使用料は２億４０１万２５０円で、

内訳は基本料金と超過料金、それとメーターの使用料でございます。

続いて、２項２目１節国庫補助金は５３万５００円でございます。この補助金はデ

ジタル田園都市国家構想交付金で、人工衛星を活用した漏水調査に係る国庫補助をいた

だいております。補助率は事業費の２分の１でございます。次に、２項３目１節は一般

会計からの補助金０５５万円で、高料金対策と企業債元利償還補填として繰入れをし

てございます。

次のページ、４目１節長期前受金戻入は３３６万７１８円で、国・県補助金、工

事負担金、受贈財産の評価額を収益化をしております。
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次に、１８ページの支出でございます。１項１目の原水及び浄水費２６２万３５

６円は、１２か所の浄水場に係る経費でございます。次に、２目の配水及び給水費で

０６９万７３５円、これは配水池や配水管等に係るものでございます。

次に、１９ページ、２０ページをお願いいたします。３目の総係費は６６３万８

０７円で、職員５名の人件費や事務費が主なものでございます。

次のページ、お願いします。４目の減価償却費は２億０８５万３４３円で、建物、

構築物等の減価償却費でございまして、現金支出を伴わない営業費用となってございま

す。

次に、２１ページをお願いいたします。２項の営業外費用は６４６万３８０円で、

うち企業債借入償還利子で６１７万１０６円となってございます。

３項の特別損失は１５万３４０円で、漏水による過年度分の水道料金減免還付金で

ございます。

次に、２２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出でございます。まず、資

本的収入については、企業債で９９０万円、国庫補助金で水道施設再編推進事業及び

水道管路緊急改善事業としまして６５０万０００円の収入でございます。

次に、２３ページをお願いいたします。資本的支出でございます。１款１項１目の事

務費で、事業費に係る職員給料等で、総額で８８２万０１６円でございます。２目施

設費で主なものは、１節の委託料で実施設計及び施工管理等業務費用でございまして、

３２２万０００円でございます。次に、２節の工事請負費で、山田第２配水池更新

工事及び水道管路改善工事、水道施設の監視装置用通信回線更新工事等で１億００２

万０００円でございます。

２４ページをお願いいたします。２項企業債償還金で、借入償還元金としまして１億

５１４万７３６円を支出してございます。

次に、３項１目投資は０００万円で、西日本高速道路債の有価証券を購入しており

ます。利率は４８９％でございまして、１年で１４万７００円の利息がつきます。

収入は３条予算の営業外収益で、半年ごとの年２回の受入れになってございます。

２５ページをお願いいたします。固定資産明細書、有形固定資産分でございます。表

の右下の年度末の償還未済額は４２億６９８万６３９円となっております。内訳に

ついては確認をお願いしたいと思います。

２６ページをお願いします。固定資産明細書、無形固定資産分として投資その他の資

産でございます。確認をお願いいたします。

２７ページから２９ページは企業債明細表で、１４ページの説明の内訳でございます。

確認をお願いいたします。

３０ページからは、参考資料としまして、補填財源明細書、固定資産の減価償却明細

書、経営分析を添付をさせていただいております。

また、別のファイルになりますが、決算説明資料として決算状況について、事業内容、
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効果・成果、問題点、今後の課題を掲載させていただいております。そのほか、利用状

況別使用件数、使用量、使用料金のそれぞれの調書、水道事業合計残高試算表、職員給

与費に関する調書、繰入金の状況、損益計算書と貸借対照表及び業務量、補填財源の推

移の年度別の比較表を提出しておりますので、御確認いただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９５号議案の提案説明は終わりました。

ここで暫時休憩いたします。再開を１４時２５分とします。

午後２時１１分休憩

午後２時２５分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

次に、第９６号議案、令和６年度神河町下水道事業会計決算認定の件について、提出

者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９６議案、令和６年度神河町下水道事業会計決算認定の件に

ついて御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページ、令和６年度神河町下水道事業報告書をお願いいたします。当町

の下水道事業は、全町で生活排水処理施設が整備されており、水洗化率は９⒐０５％と

高い数字で、住民の皆様に快適な生活環境を提供しております。令和６年度は、昨年度

に引き続き、神崎第１処理区の一部を大山処理区へ統合する管路接続工事、昨年度に実

施設計業務の委託を行った本村処理場の機能強化対策工事を行いました。また、令和５

年度末で浄化槽事業特別会計が打切りとなり、令和６年度より下水道事業企業会計に引

き継がれたことから、合併浄化槽更新工事についても下水道事業会計において計画的に

取り組んでおります。

経営面では、将来にわたり下水道事業を継続するため、事業経費の節減や未収下水道

料金の収納強化などに務めました。

経営状況では、収益的収支の事業収益が６億０２４万０００円、事業費用は６億

２４１万０００円で、収支では当年度純利益７８３万０００円となりました。

資本的収支では、資本的収入は３億８８７万０００円、資本的支出は７億４３

１万０００円で、うち建設改良費は１億８２８万０００円、企業債償還金は４億

６０３万０００円、その他資本的支出０００万円となり、収入不足額３億５４

４万円は過年度分損益勘定留保資金等で補填いたしました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお
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願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

谷綛上下水道課長。

○上下水道課長（谷綛 和人君） 上下水道課、谷綛でございます。それでは、第９６号

議案について、詳細を説明させていただきます。

決算書１ページをお願いいたします。収益的収入及び支出で、収入では、第１款下水

道事業収益の決算額は６億３８５万８９９円でございます。支出では、第１款下水道

事業費用の決算額は６億７１０万４３８円となってございます。こちらは、先ほど

町長が説明しました金額の税込みの金額でございます。

２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で、収入は、第１款資本的収入の

決算額は３億８８７万０００円でございます。支出は、第１款資本的支出の決算額

は７億４３１万２１４円。資本的収入額が資本的支出額に不足する額３億５４４

万２１４円は、過年度損益勘定留保資金等で補填をしております。

３ページをお願いいたします。損益計算書でございます。まず、営業収益は４億０

８３万６円でございます。次に、営業費用は５億５５２万１３６円で、差し引き後の

営業損失は４６９万１３０円でございます。次に、営業外収益でございますが、１

億３５７万２６５円でございました。次に、営業外費用でございますが、４２１

万７６５円でございます。営業収支と営業外収支を合わせますと４６６万３７０

円の経常利益となりまして、特別利益５８４万３３９円と特別損失２６７万７

７４円がございましたので、当年度純利益としましては７８３万９３５円となってご

ざいます。前年度繰越欠損金が７億９２１万０１８円でございましたので、当年度

末の未処理欠損金は７億１３８万０８３円となってございます。

４ページは、剰余金の計算書と欠損金処理計算書でございます。御確認をお願いした

いと思います。

次に、５ページから７ページの貸借対照表を御覧ください。５ページ、資産の部とし

て、固定資産合計額は８８億８６７万５４１円、流動資産合計は６億２０万１１

７円で、資産合計は９４億８８７万６５８円でございます。

６ページをお願いいたします。負債の部の固定負債は、企業債で３０億８０８万

９１２円、流動負債は６億５３４万９６１円となっております。繰延べ収益合計は

３１億４６９万１０１円で、負債合計は６８億８１３万９７４円となってござ

います。

次に、資本の部でございます。資本の合計額は３０億９３３万１２１円、資本剰

余金合計は１億２７９万６４６円でございます。利益剰余金合計額はマイナスの７

億１３８万０８３円、資本合計は２５億０７４万６８４円、負債資本合計は資

産合計と同額の９４億８８７万６５８円となってございます。

７ページをお願いいたします。キャッシュフロー計算書でございます。業務活動によ
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るキャッシュフローはプラスの２億４８３万６８９円、投資活動によるキャッシュ

フローはマイナスの１億９５３万０９６円、財務活動によるキャッシュフローはマ

イナスの２億１１万７３９円となってございます。業務活動がプラス、投資活動がマ

イナス、財務活動がマイナスとなってございますので、健全な経営状態であると言える

と思います。資金の増減額は１億４８１万１４６円の減で、資金期首残高が６億

５４７万８３６円でしたので、資金期末残高は５億６５５万６６４円となってご

ざいます。

次に、８ページ、９ページは注記表でございます。この注記表は、決算書で分かりに

くいもの、重要なものについてそれぞれ記載をしております。特に、今年度から浄化槽

事業のセグメントが増えたこと、そして、一番最後のところに、その他注記としまして、

開始貸借対照表について浄化槽事業を統合したため、資産、負債、資本が増加したこと

を記載をしております。確認をお願いいたします。

決算附属書類の１０ページは、町長が説明をしましたので省略をさせていただきまし

て、１１ページをお願いいたします。経営指標について説明をさせていただきます。下

水道事業は、特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事業、コミュニティプラント

整備事業、浄化槽事業の４つのセグメントごとの経営指標としておりまして、経常収支

比率は、浄化槽事業を除きまして全て１００％を上回り健全と言えます。浄化槽事業が

１００％を少し切っておりますが、この事業につきましては、経営収支比率が１００％

になるように一般会計からの繰入れを行うこととしていましたが、決算見込みよりも少

し支出が多かったために９⒐５８％となっております。

経費回収率は、コミプラ、浄化槽で効率が悪く、公共、農集では効率よく運用ができ

ていることが分かります。処理場の統廃合を進めまして、効率のよい運営に努めていき

たいと思っております。

有形固定資産減価償却率は、特環、農集、コミプラで約５０％となっていまして、機

器の更新は行っておりますが、建物、処理槽などが経年をしておりまして、近年では耐

震化、耐水化を国は進めるように指導をしてきております。浄化槽の率が低いのは、近

年更新をした浄化槽のみが町の資産となっておりますので、１％台の数値でございます。

管渠の老朽化率はゼロ％ですが、近年ほかの市町で下水道管の老朽化による陥没事故が

発生をしております。当町では雨水、汚水の合流式ではないため、大きな下水道管はあ

りませんが、日頃から点検パトロールを実施しながら、維持管理を委託しております橋

本株式会社と連携し、健全な状態を維持し続けれるように努めたいと思っております。

１２ページ、１３ページをお願いいたします。２ポツの工事、建設改良工事の概況で

ございます。全部で８件でございます。御確認をお願いします。

次に、１４ページを御覧ください。業務量でございますが、年間処理水量は１２１万

４０３立米、有収水量は約１０１万６０２立米、有収率は８⒊６％であります。浄

化槽事業が今年度から加わりましたので、全体では増加の数値となっております。
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中段の事業収入、下段の事業費用に関する事項ですが、こちらも金額が増加していま

すのは、浄化槽事業が加わったからでございます。これまでの下水道事業で見ますと、

料金の収入は減っております。水道事業と同じ原因でございますが、人口減による水道

使用量が減となっておりますので、下水道事業も減というところでございます。

１５ページをお願いいたします。⑴番、重要契約の要旨ですが、１４件ございます。

確認をお願いをいたします。⑵番のイ、企業債については、本年度末残高は３５億１

０９万５２３円となってございます。

次に、１６ページをお願いいたします。収益費用明細書でございます。主な事項につ

いて説明をさせていただきます。１項１目１節の下水道使用料は、基本料金と使用料金

を合わせまして２億６０万７５０円でございます。２目他会計負担金の２億９２５

万２５６円は、人件費、減価償却費補填補助金としまして一般会計からの繰入れをし

ていただいております。内訳については、別ファイルの神河町事業会計決算説明資料の

２８ページで確認をしていただけたらと思います。

続きまして、２項営業外収益で主なものとしましては、１目受取利息及び配当金で、

有価証券の利息は２５万６２３円を収入をしております。これはＳＤＧｓ債の年利

２１％の全期分と西日本高速道路債４８９％、日本学生支援債の４０４％の半期分

でございます。１２月と６月に利息を受けることになります。２目他会計補助金としま

して、一般会計からの補助金８７６万７４４円を受けております。これは、企業債

利息償還の補助金として補助をしていただいております。３目長期前受金戻入は１億

４１５万３９１円となってございます。

２項１目過年度損益修正益は、今年度のシステム更新で、固定資産台帳システムと会

計システムで金額の違いが判明をいたしまして、資産計上で間違ったセグメントでの計

上をしてしまっていたものを、会計上の修正処理をしたことによりましてこのような金

額が修正益として計上になっております。本来は、特環、農集で上げるべきものをコミ

プラのほうで上げてしまっていたというところでございます。

次に、１７ページの支出でございます。１項１目管渠費が３７５万４８４円で、

これは下水道本管、マンホールポンプ等の維持管理に係る経費でございます。２目処理

場費が９２７万１９８円で、町内１０か所の処理場に係る経費でございます。

１８ページ、お願いいたします。３目浄化槽費４８３万５１０円は、今年度から

下水道事業会計に編入をしました事業で、５２７基の維持管理に係る経費でございます。

更新工事につきましては、４条予算で執行をしております。４目総係費は８８７万

６２８円で、職員４名の人件費、事務経費に係るものでございます。

１９ページの５目減価償却費は３億７７５万２７２円でございます。

２０ページ、お願いいたします。２項営業外費用で主なものとしましては、企業債の

償還利息が３４８万７４４円となってございます。

次に、３項１目の特別損失、過年度損益修正損は１９０万０１０円でございます。
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過年度損益修正益の反対のセグメントの振替で、この額の計上となっております。１目

のその他特別損失は、浄化槽事業の５年度打切り決算により、未収金未払い金で下水道

会計に引継ぎを行っておりますが、５年度分の精算によりまして一般会計に還付をした

ものでございます。

次に、２１ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で、まず、収入でござい

ますが、１款１項１目企業債で、建設改良企業債が２９０万円、資本費平準化債が１

億９８０万円でございます。

次に、２項１目１節の国庫補助金は、社会資本整備総合交付金で５８０万円、農業

集落排水事業補助金で１６２万円、循環型社会形成推進交付金で５３１万０００円

でございます。

３項１目１節県補助金は、自治振興事業補助金で２３万０００円で、浄化槽の更新

工事の随伴補助でございます。

４項１目１節一般会計出資金は３２１万０００円となってございます。

２２ページをお願いいたします。１款１項１目事務費は、職員１名分の給料等でござ

います。同じく２目１節委託料で、大山処理区・神崎第１処理区管路接続工事に係る施

工監理業務で４０８万０００円、本村処理場の機能強化対策工事の設計書作成及び施

工管理で３８１万円を執行をしております。２節工事請負費は、大山処理区・神崎第１

処理区管路接続工事で５４８万円、農業集落排水本村地区機能強化対策工事で４６

２万０００円、上小田第５マンホールポンプ制御盤移設工事で８８８万円、合併処理

浄化槽設置工事で３９１万０００円、そのほか遠隔監視装置の設置工事で３７６万

０００円の執行でございます。

次に、２３ページをお願いいたします。２項１目の企業債償還金は４億６０３万

７３９円の償還を行っております。

３項１目の投資は有価証券の購入で０００万円でございます。内訳は、西日本高速

道路債を０００万円、日本学生支援債を０００万円でございます。

２４ページを御覧ください。固定資産明細書、有形固定資産分でございます。表の右

下の年度末償却未済額は８７億６１６万７８１円となってございます。

２５ページをお願いいたします。固定資産明細書の無形固定資産分と投資その他の資

産を計上しております。御確認お願いします。

次に、２６ページから３３ページにかけましては、企業債明細表でございます。先ほ

どの分の内訳でございます。

３３ページ、下中央の未償還残高は３５億１０９万５２３円となってございます。

３４ページ以降は、参考資料としまして、補填財源の明細書、固定資産の減価償却明

細書、経営分析書を添付をさせていただいております。確認をお願いをいたします。

また、そのほか、別ファイルでございますが、決算説明資料の１９ページ以降に、決

算状況についての事業内容、効果・成果、それから問題点、今後の課題を記載をさせて
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いただいております。そのほか、水洗化率集計表、合計残高試算表、職員給与費に関す

る調べ、年度別の損益計算書、貸借対照表、業務量、補填財源、一般会計繰入金の説明

資料等を提出しておりますので、御確認いただけたらと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議いただきますようお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９６号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９７号議案、令和６年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件について、

提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９７号議案、令和６年度公立神崎総合病院事業会計決算認定

の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して、議会の認定を求めるものでございます。令和６年度の状況について、私

からは、決算説明資料の３０ページに掲載している成果や問題点等、概略を説明させて

いただきたく存じます。そちらのほうを御覧ください。

まず、総括的な事項等です。近年、全国の病院では、少子高齢化や医師不足といった

地域医療を取り巻く環境変化に加え、新型コロナ感染症対策や物価・人件費高騰など、

病院経営に重大な影響を及ぼす課題に直面しており、医療提供体制の維持が極めて厳し

い状況に置かれています。当院も同様の状況にあり、令和６年度の運営に際して次の２

つの施策を重点的に推進しました。

１つ目は、診療体制の維持のために必要不可欠な医師確保対策であります。医療従事

者の中でも特に医師確保が困難な状況が続いていますが、独自策として、令和６年４月

に大阪医科薬科大学から総合診療医２名、うち１名は半年勤務の派遣を受け、令和５年

度末で定年退職を迎えた内科医師には１年間の勤務延長を要請しました。加えて、県養

成医や神戸大学、大阪医科薬科大学等へ引き続き派遣要請を行い、医師確保に努めまし

た。

２つ目は、経営改善対策の取組です。永続的に病院運営ができるように、基本戦略と

して経営改善計画、これは当院の独自計画ですが、併せて経営強化プラン、これは総務

省主導になっております。これらを令和５年度に策定しましたが、令和６年度はその戦

略を着実に実行に移すためのアクションプランを掲げ、全病院を挙げて取組を展開しま

した。このアクションプランは、財務、顧客、業務プロセス、学習・成長の４つの視点

ごとに、それぞれの戦略、目標や取組内容、担当責任者を定め、毎月進捗管理しながら、

その取組を展開しました。

次に、経営状況について御説明します。経営の健全性を示す指標として用いる経常収

支比率ですが、令和３年度は１０⒋８％、令和４年度は１０⒐２％で、経常収益が経常

費用を上回る状況でしたが、令和５年度は９⒋９％、そして、令和６年度は前年度比⒊
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８ポイント減の９⒈１％となり、経常費用が経常収益を上回る結果となりました。これ

は、前年度と比較して経常収益、医業・医業外収益になりますが、９５９万０００

円減少した一方で、人件費の大幅な増加等に伴い、経常費用が９２７万０００円増

加したことなどが大きな要因となっています。また、医業収益から町の繰入金を差し引

いた修正医業収支比率は、前年度比１⒉１ポイント減の７９％となりました。

次に、収益的収支について項目ごとに少し説明をさせていただきます。令和６年度の

収益的収支の状況は３億９１１万円の赤字でございました。まず、医業収益です。前年

度に比べ４４７万０００円、率にして５％増加し、２９億９８６万０００円

となりました。増収となった主な要因は、入院収益において患者数増及び高額な手術件

数が前年度比較して増加したことによる診療単価の増等により０７７万０００円増

となった一方で、外来収益において患者数減及び診療単価の高い透析患者の減等により

３４７万０００円減となったことによります。

次に、医業外収益は、新型コロナに係る国・県補助金がなかったこと及び在宅医療・

介護連携支援センター事業を令和６年度からケアステーション事業特別会計に移行した

ことなどにより、前年度に比べ２７８万０００円、率にして１⒏２％減少し、２億

７８４万０００円となりました。

次に、医業費用です。前年度に比べ１億６９２万０００円、率にして⒊３％増加し、

３３億７９３万０００円でした。給与費は、人事院勧告に基づく給料のベースアッ

プなどにより前年度に比べ⒍２％増加し、医業収益に対する給与費比率は７⒎４％とな

り、昨年度より⒋２ポイント増加しました。その他科目ごとに前年度と比較すると、材

料費は高額薬品の使用減少等により８％減少、経費は業務改善委託料や医師派遣等人

件費負担金の減額などにより⒋７％減少しましたが、減価償却費、資産減耗費、研究研

修費等はほぼ増減ありません。

次に、医業外費用ですが、在宅医療・介護連携支援センター事業を令和６年度からケ

アステーション事業特別会計に移行したことなどにより、前年度に比べ⒎２％減の１億

８８８万０００円となりました。特別利益及び特別損失の計上はありません。

次に、資本的収支の状況でございます。資本的収支については、税込み金額で御説明

します。まず、資本的収入ですが、医療器械備品等購入のための企業債が１億３００万

円、一般会計からの出資金は、過疎債分を含み１億７２０万０００円で、合計２億

０２０万０００円となりました。

次に、資本的支出は、医療器械備品等購入費が１億１８０万円、南館等ＬＥＤ化工

事費が２７２万０００円、企業債償還金が１億５５６万０００円、看護師修学

資金貸付金３名分の１８０万円で、合計３億１８９万円となりました。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億１６８万５１９円は、当年度消

費税及び地方消費税資本的収支調整額１０１万０８９円と、過年度損益勘定留保資金

１億６７万４３０円で補填しました。国の医療費抑制策の下、人口減少、受療率低下
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等の影響により、全国の自治体病院の経営は非常に厳しい状況が続いており、経営状況

は極めて厳しい状況下ではございますが、当院は地域医療の拠点病院として、地域住民

の皆様に安全な医療を永続的に提供していく責務があります。その責務全うのための喫

緊の課題としては、大きくは２点あると考えています。

１点目は、次世代を担う医師等医療従事者の確保であります。現在、当院の常勤医師

の平均年齢は、県養成医と神戸大学や大阪医科薬科大学からの派遣医師３名を除き、６

０歳、看護師は４５歳であり、着実に高年齢化が進んでいます。中長期的に安定した医

療を提供するため、次世代を担う医療従事者をしっかりと確保することが最重要課題で

す。

２点目は、何といっても経営改善の推進であります。ここ数年、新型コロナ関係補助

金等の恩恵を受け収益確保に至りましたが、診療報酬の特例措置や新型コロナ関係補助

金制度が廃止された今日、永続的に病院運営するには、入院・外来患者数を確保するこ

とによる収益増収しかその道はありません。公立神崎総合病院は必要であるとの地域住

民の方々の期待を肝に銘じ、地域住民の皆様に安全安心な生活を送っていただくため、

よりよい医療の提供に向けて一層計画的かつ着実に各対策を講じ、職員が一丸となって、

懸命に努力していく所存でございます。

以上、決算の状況と、当院が早急に取り組むべき課題等について申し上げました。決

算の詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議を

お願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。病院事業

会計決算について、詳細説明をさせていただきます。

まず、決算説明資料に記載している令和６年度の執行上の成果、問題点、今後早急に

取り組むべき事項等については、先ほど町長提案説明の中で御説明しましたので、割愛

をさせていただきます。

それでは、公立神崎総合病院事業会計決算書の１ページをお願いいたします。決算報

告書の収益的収入及び支出でございまして、金額は消費税込みの数字でございます。上

段の収益的収入は、病院事業収益で決算額は３１億７３５万１４０円で、内訳は医

業収益と医業外収益です。下段は収益的支出で、病院事業費用の決算額は３４億５４

５万３２１円で、内訳は医業費用と医業外費用です。詳細は、後ほど明細書で御説明

申し上げます。

次に、２ページをお願いします。資本的収入及び支出です。上段は資本的収入です。

その決算額は２億０２０万０００円で、企業債と出資金です。下段は資本的支出で

す。決算額は３億１８８万５１９円で、建設改良費、企業債償還金及び投資です。

詳細は、後ほど明細書で御説明申し上げます。
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次に、３ページ、損益計算書を御覧ください。この損益計算書以降は、消費税抜きの

掲載でございます。医業収益は入院及び外来収益等で２９億９８６万１１８円、医

業費用は給与費、材料費、経費等で３３億７９３万２１８円、医業損失が４億８

０６万１００円でございます。医業外収益は負担金交付金、補助金等で２億７８４

万３３１円、医業外費用は支払利息及び企業債取扱諸費などで１億８８８万５０

１円、医業外利益が１億８９５万８３０円、経常損失が３億９１１万２７０円とな

りました。前年度繰越欠損金が９億２３６万５８６円でございましたので、当年度

未処理欠損金が１２億１４７万８５６円となりました。

５ページは欠損金の計算書でございます。上段の表の左から２列目の中ほどに掲載し

ている当年度変動額の他会計出資金の受入れ１億７２０万０００円は一般会計から

の出資金で、当年度末残高資本合計は右下に掲載のとおり２５億３０４万１１３円

となりました。欠損金の処理計算書も掲載しておりますが、処理はございません。

次に、６ページ、貸借対照表をお願いします。１、固定資産で、⑴有形固定資産の土

地、建物、建物附属設備、構築物、器械及び備品、車両で、有形固定資産合計が４２億

９４５万１５２円、⑵投資その他の資産は、長期前払消費税や長期性の預金、３年

定期、３億円などで４億６７５万７９７円となり、固定資産合計は４６億６２１

万９４９円でございます。２の流動資産は、現金預金や医業未収金などで１３億３

４７万４６１円となり、資産合計は６０億９６８万４１０円でございます。

次に、７ページ、負債の部をお願いします。まず、３、固定負債です。⑴企業債は２

９億９１４万０８３円で、令和２年度に発行した特別減収対策企業債２億０００

万円を含んでおります。４の流動負債は、１年以内の償還期限を迎える企業債や未払い

金などで５億４０２万６５５円、５の繰延べ収益の長期前受金などは３４８万５５

９円となり、負債合計は３４億６６４万２９７円でございます。６の資本金は３８

億４５２万９６９円、７、欠損金の当年度未処理欠損金が１２億１４７万８５

６円で、差引き資本合計が２５億３０４万１１３円となり、負債資本合計は６０億

９６８万４１０円でございます。

８ページから、決算の報告書でございます。８ページから１１ページまでは、事業の

概況として１年間の取組や収支状況、経営指標に関する事項を掲載をしております。町

長の説明と重複しますので、説明は省略をさせていただきます。

１２ページは議会の議決事項でして、６件でございます。

１３ページは職員に関する事項でして、令和７年３月３１日現在で医師が２２人、看

護師１１６人、医療技術員５６人、事務員４５人、労務員４７人、合計２８６人です。

１４ページから１７ページは、工事及び資産購入の状況です。工事は、南館・中館照

明ＬＥＤ化工事で９７５万円でございます。器械購入として８３品目で１億６６２万

２００円、公用車１台購入で４１３万８０９円でございました。

１８ページ、１９ページは、業務のうち業務量などを掲載しております。まず、⑴業
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務量の①患者数の状況ですけれども、入院患者数は前年度に比べ⒌３％増の３万６９

９人、１日の入院患者数の平均は１０⒏８人で、前年度に比べ⒌８人増加しました。外

来患者数は前年度に比べ⒍４％減の８万９４６人、このうち休日夜間の患者数も前年

度に比べ⒊０％減の７２８人となりました。外来患者数の減の要因は、前年度と比較

して新型コロナの患者が減少したこと等によります。令和６年７月から週１回で開始し

た訪問診療ですが、３７日間で延べ９８人の患者さんに対応をいたしました。

１９ページをお願いします。②の手術件数は合計で４０７件、③の検査件数は、外注

検査を含めて５５万７３６件、エックス線件数が２万００４件、ＣＴ件数は００

８件、ＭＲＩ件数は５０９件、解剖はゼロ件でした。次に、④の調剤件数ですが、入

院・外来合計で３万８７５件、給食数は患者食と患者外食合計１１万８２１食でご

ざいます。⑤の大畑診療所の状況ですが、２４日間開設し、延べ患者数３０人、１日平

均⒈３人で、前年度とほぼ同数でございますが、令和元年度が９１人、令和２年度が７

５人、令和３年度が６７人、令和４年度が５８人であり、令和元年度と比較して３分の

１の患者数となっております。⑥の病床利用状況は、病床数１４０床、年延べ稼働病床

数５万１００床、年延べ入院患者数３万６９９人で、病床利用率は７⒎７％となり

ました。

２０ページは事業収入に関する事項、２１ページは事業費用に関する事項でございま

す。まず、事業収入に関する事項でございますが、主なものといたしまして、医業収益

の入院収益は１６億７２５万９１３円で、前年度比較０７７万３８７円の増で

ございましたが、外来収益は８億２８７万８１７円で、前年度比較３４７万５

０６円の減となりました。負担金交付金で２億２０１万０００円、その他医業収益

で１億７５０万５４３円を受け入れ、医業収益合計は２９億９８６万１１８円、

前年度比較４４７万６７１円の増となりました。医業外収益では、負担金交付金で

８８８万円、補助金で１億７００万４７４円等を受け入れ、合計２億７８４万

３３１円で、前年度比較２７８万２３６円の減でございます。特別利益はありま

せんでした。

次に、２１ページ、事業費用に関する事項です。主なものといたしまして、医業費用

のうち給与費は２２億９３９万８６３円で、前年度比較１億２０８万７５９の増、

材料費は３億００７万１８５円で、前年度比較２８８万１１７円の減、経費は４

億１８６万２３８円で、前年度比較１９６万１９８円の減、減価償却費は２億

０５９万１６１円で、前年度比較９万６１２円の減、合計３３億７９３万２

１８円で、前年度比較１億６９２万０６０円の増でございました。医業外費用は、支

払利息及び企業債取扱諸費、雑支出などで、合計は１億８８８万５０１円で、前年

度比較９２２万５９７円の減となりました。特別損失はありませんでした。

２２ページをお願いいたします。⑴企業債、他会計借入金及び一時借入金の状況でご

ざいます。①企業債でございますが、左から３列目、本年度借入額の財政融資資金１億
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３００万円の内訳は、病院増改築事業債０８０万円と医療器械購入事業債２２０万

円でございます。その右の列、本年度償還額は１億５５６万７０９円で、その右の

列、本年度末の残高が３１億５４６万７９０円でございます。次に、②の一時借入

金ですが、令和６年度においては一時借入金ゼロでございます。次に、⑵の議会の議決

を経なければ流用できない経費の決算についてです。職員の給与費は、予算額２３億

２１３万０００円に対し、決算額は２２億２４６万１６１円、交際費は、予算額

７０万円に対し、決算額は５３万２０８円となりました。

２３ページは、附帯事項とその他事項として、他会計繰入金等の使途の特定に係る記

載でございます。

２４ページはキャッシュフロー計算書で、１の業務活動はマイナスの１４１万５

１５円、２の投資活動はマイナスの４億２３０万００９円です。このうち⑶の長期

性預金の預け入れによる支出としての３億円は、３年定期分として計上をしております。

そして、３の財務活動は４６３万２９１円となり、令和６年度中の資金の減少が３

億９０７万２３３円となりました。資金の期首残高が１２億９４２万７８４円で

ございましたので、資金の期末残高が８億０３４万５５１円となっています。

次に、２５ページ、収益費用明細書をお願いいたします。まず、１款病院事業収益、

１項医業収益は２９億９８６万１１８円で、その内訳は、入院収益、外来収益、大

畑診療所収益、町の一般会計からの繰入金である負担金交付金、その他医業収益です。

２６ページをお願いします。２項の医業外収益は２億７８４万３３１円で、定期

預金の利息、一般会計からの繰入金である負担金、交付金及び補助金、国・県補助金、

患者外給食収益、長期前受金戻入、その他医業外収益です。

次に、２８ページ、費用の部でございます。１款病院事業費用、１項医業費用は３３

億７９３万２１８円で、うち給与費が２２億９３９万８６３円で高い割合を占め

ております。

３２ページをお願いします。２目材料費は３億００７万１８５円で、薬品費、診

療材料費、給食材料費、医療消耗備品費でございます。３目経費は４億１８６万２

３８円で、報償費から３６ページまでの雑費まででございます。

３７ページをお願いします。４目交際費は４９万２５２円、５目減価償却費は２億

０５９万１６１円で、建物などの減価償却費です。６目資産減耗費は固定資産の除

却費で４９９万２３１円、７目研究研修費は８２６万９４７円で、謝金、図書費、

旅費、研究雑費です。８目大畑診療所費用が２２４万３４１円で、看護師等の人件費、

検査委託料等の経費でございます。

３８ページをお願いします。２項医業外費用は１億８８８万５０１円で、支払利

息及び企業債取扱諸費、長期前払金償却、患者外給食材料費、雑支出の控除対象外消費

税などでございます。

３９ページをお願いします。資本的収支の明細書でございます。１款資本的収入の１
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項企業債は１億３００万円で、南館・中館照明ＬＥＤ化工事及び医療器械と公用車購入

分でございます。２項出資金は１億７２０万０００円で、一般会計からの通常の出

資分と、医療器械購入に係る過疎債分でございます。

４０ページをお願いいたします。１款資本的支出、１項建設改良費、１目資産購入費

は１億０７５万００９円でございまして、１４ページから１７ページに掲載してい

る８３品目の医療器械と８人乗りの乗用車１台を購入させていただきました。２目の建

設改良費は９７５万円で、南館・中館照明ＬＥＤ化工事の費用でございます。２項企

業債償還金は１億５５６万７０９円で、３項投資の看護師修学資金貸与金は１８０

万円でございます。

次に、４１ページは、有形固定資産の明細書でございます。令和６年度において、土

地、建物、構築物に係る増減はございません。建物附属設備は、南館・中館照明ＬＥＤ

化工事の９７５万円を増額しています。下から３行目の器械及び備品は、当年度購入

分で１億６６２万２００円増額し、除却で９９６万６１８円を減額。１行下の車

両についても、当年度購入で４１３万８０９円増額して、総資産の年度末の現在額は８

８億９４３万７１４円でございます。総資産の減価償却累計額が４５億９９８万

５６２円でありまして、年度末の償却未済高は４２億９４５万１５２円でございま

す。

次に、４２ページは企業債明細書ですが、本年度の借入れは、ＬＥＤ化工事分と医療

器械・車両購入分の１億３００万円で、下から５行目と６行目の合計でございます。

４３ページ、４４ページは注記表です。

４５ページから５１ページは固定資産減価償却明細書で、記載のとおりでございます。

５２ページは補填財源明細書で、一番下の計が資金の剰余金と言われるもので、１０

億５７７万５１３円でございます。

以上で病院の決算について説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第９７号議案の提案説明は終わりました。

これで１３件の決算認定の提案説明が終わりました。

ここで暫時休憩いたします。再開を１５時４０分とします。

午後３時２２分休憩

午後３時４０分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

ここで、代表監査委員から令和６年度神河町各会計決算について、審査の結果を報告

していただきます。

藤後秀喜代表監査委員、よろしくお願いします。

○代表監査委員（藤後 秀喜君） 失礼をいたします。代表監査委員の藤後でございます。
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よろしくお願いをいたします。令和６年度の決算審査報告の前に、一言御挨拶を申し上

げます。

議員の皆様には、神河町の振興発展のため、日々御尽力をいただいておりますこと、

この場をお借りをいたしまして厚くお礼を申し上げます。また、職員の皆様には、神河

町の福祉向上・発展のために献身的に取り組まれておりますこと、深く感謝を申し上げ

ます。

令和６年度決算審査は、監査基準にのっとり、公正で合理的かつ能率的な行財政運営

が確保されているか、また、私ども監査委員の意見事項の改善状況を主眼に置いて、例

月出納検査、行政監査、決算審査の各監査を議会選出の吉岡監査委員と共に実施してま

いりました。各監査においては、軽微な指摘や改善事項については、例年どおりその都

度口頭での是正、改善等を求め、適切な処理が行われるよう意見を述べてまいりました

ので、日常業務に生かしていただければ幸いです。

令和５年度の意見事項については、副町長主導で担当各課が真摯に検討、対応してい

ただき、改善が図られていたことは大いに評価をさせていただきました。引き続きの改

善取組に期待をしたいと思います。

各監査を通じて、幹部職員の皆様との質疑においても真摯で的確な答弁を頂戴し、そ

れぞれが意欲を持って政策目的に基づいた事業展開に積極的に取り組まれている姿勢に

対し、高く評価をさせていただくところでございます。今後も一層の住民サービスの維

持向上に努められることを期待します。

それでは、私のほうから令和６年度神河町各会計の決算審査について報告させていた

だきます。

お手元の令和６年度歳入歳出決算書の２ページを御覧ください。地方自治法第２３３

条第２項及び同法第２４１条第５項並びに地方公営企業法第３０条第２項の規定により、

町長から審査に付された令和６年度神河町各会計決算書、歳入歳出決算事項別明細書、

実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、事項別、課ごとに説明を聴取し、

関係法令に準拠して作成されているか、決算計数が正確であるか、予算が適正かつ効率

的に執行されているかなどについて、関係諸帳簿及び証拠書類の照合のほか、必要と認

めるその他の審査を、役場３階第１会議室及び公立神崎総合病院会議室において、令和

７年７月１５日、１７日、２２日、２３日、２９日の５日間にわたり、吉岡監査委員と

共に実施をいたしました。

審査の結果としましては、各会計の決算書、歳入歳出事項別明細書並びに附属書類は、

いずれも法令に準拠して作成されており、決算計数は関係諸帳簿及び証拠書類と照合し

た結果、適切に処理されていることを認めました。

一般会計ほか１２会計と多岐にわたっており、各会計決算に係る審査意見はそれぞれ

の決算書に添付されているとおりですので、概要を報告させていただきます。

３ページを御覧ください。令和６年度の財政健全化指標のうち実質公債費比率は、前
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年度から２ポイント悪化し、１⒉１％となりました。また、将来負担比率は３⒏８％

となり、前年度と比較して１⒉９ポイント改善をいたしました。令和６年度は、物価高

騰対策として、学校給食費補助や子育て支援、高齢者・障害者施設支援などが実施をさ

れました。また、人口減少対策として、住宅取得・空き家活用支援、結婚支援や子育て

世帯への新たな補助も拡充されました。粟賀小学校跡地整備も順調に進み、利用が始ま

っております。一方で、財政指数は厳しい水準にあり、柔軟性が乏しい状況です。人口

減少が進む中、歳入確保や事務効率化、施設運営の健全化、重要施策への効率的な財源

配分が求められています。

それでは、一般会計について報告いたします。４ページを御覧ください。令和６年度

一般会計決算は、歳入総額１０４億１８６万０００円、歳出総額１０２億７２７万

０００円、歳入歳出差引き額は２億４５８万０００円となり、ここから令和７年

度へ繰り越すべき財源５３１万０００円を差し引いた実質収支額は１億９２６万

０００円の黒字決算となっております。

歳入の主な内容でございます。普通交付税は前年度比２億０６６万０００円の増、

特別交付税は前年度比２１万０００円の増となり、地方交付税全体では前年度比⒍１

％の増となりました。町税は１７億２７６万０００円で、前年度比⒍１％の減とな

りました。町債は１４億２８４万０００円で、前年度比３０⒌８％の増となりまし

た。国庫支出金は７億２４６万円で、前年度比⒉０％の増となりました。県支出金は

６億５５９万０００円で、前年度比⒋２％の減となりました。また、寄附金では、

ふるさとづくり応援寄附金３３０万０００円の増、まち・ひと・しごと創生寄附金

９２０万円の増により、前年度比９６％の増となりました。

次に、歳出の主な内容でございます。総務費は２５億１５２万０００円で、粟賀

小学校跡地整備事業、総合行政用コンピューター運営事業の増額などにより、前年度比

８⒌７％の増となりました。民生費は１７億４８５万０００円で、調整給付金支給

事業、障害者自立支援給付等事業の増額などにより、前年度比⒍６％の増となりました。

衛生費は１７億０９８万０００円で、中播北部クリーンセンター運営事業、神崎総

合病院運営事業の増額などにより、前年度比２％の増となりました。公債費は１３億４

５９万０００円で、元金償還事業の増額などにより、前年度比⒊３％の増となりまし

た。教育費は９億０２８万０００円で、小学校施設整備事業、学校給食費等支援事

業の増額などにより、前年度比１⒈６％の増となりました。

６ページを御覧ください。令和５年度決算で意見をしました①から⑨までの各項目は、

一定の改善がなされています。いずれの事項も常に留意して取り組むべき事項であり、

引き続き意見をさせていただきます。

①契約事務を行うに当たっては、競争性、経済性、公平性及び透明性の確保に努めら

れたい。令和６年１０から電子入札を導入され、効率的かつ適正な競争入札が行われて

いると認められた。
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②補助金交付団体の会計処理は、要綱に基づいて適正に行い、併せて各種補助金の成

果を常に検証し、内容によっては補助金額の見直しも検討されたい。

③各課提出の収支見込調書の精度を高め、適正な資金運用に努められたい。特に繁忙

期となる年度末においては、各課とも一層の精度向上意識を持って、効率的な資金運用

に取り組んでもらいたい。

④内部統制システムの運用の徹底を図られたい。当町は、内部統制については現状努

力義務範囲であるものの、日常業務におけるリスク回避、業務の共有化、人材育成等の

観点から、各課とも規定、要領、事務マニュアル等の整備や業務フロー図の作成などに

着手されており、引き続き精度の向上と活用に努められたい。

⑤職員の心身の健康管理面から、適正配置や業務の効率化等事務分掌、超過勤務が常

態化しないよう人事管理に十分な留意を払われたい。特に時間外勤務は、特定の職員に

偏ることがないよう、業務内容の洗い出しや人員配置の見直し等で改善に努められたい。

また、年休や夏季休暇についても、組織的に取得促進に取り組んでもらいたい。

⑥備品管理台帳の精度を高め、適正な財産管理に努められたい。備品管理システムを

活用し、全ての備品について、総務課と各課の共同作業で備品台帳との突合が行われて

いる。また、合併時の備品管理台帳を整理し、より精緻な財産管理を行うよう引き続き

改善に努められたい。

⑦各課における窓口の現金の取扱いについては、公金取扱マニュアルに基づき、事故

を防止されたい。

⑧ＰＤＣＡサイクルを効果的に回し事業の見直しや改善を図るため、事務事業進捗管

理シートの活用の徹底を図られたい。

⑨人事評価制度導入を進めているが、進捗状況は管理職にとどまっており、研修等を

通じてさらに効果的な運用に努められたい。

以上、９点については意見を述べさせていただきました。

次に、ケアステーション事業特別会計でございます。７ページを御覧ください。小児

療育事業は、就学前児４４名、就学児６９名が登録し、年間延べ利用者数は２２８名、

前年度比１１６名減、巡回訪問指導は１４１件、相談支援も増加傾向であり、専門機関

と連携して支援されていることを評価します。在宅医療・介護では、事業所代表者が協

力し、地域ニーズに対応しています。課題としては、ＳＬＤ児への支援ニーズ増加やＨ

ＳＣへの理解・配慮が必要であり、専門機関・学校との連携強化が求められています。

また、自宅と施設の往来増加に伴い、切れ目ないサービス提供のため情報共有・連携体

制の強化も課題となっています。多様な支援ニーズに対応するには連携による効果的な

支援が不可欠であり、今後も専門性を生かした支援を期待します。

次に、国民健康保険事業特別会計でございます。国民健康保険税の徴収率は７⒏１％

で頭打ちの状態となっており、滞納額は４６５万０００円と高額のため、関係課と

連携した徴収強化と納税相談などの適切な対応、加入・脱退届出の徹底が求められます。
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歳出の大半を占める保険給付費は９億６０万０００円、前年度比４６２万０００

円減で、被保険者数の減少によりますが、１件当たり医療費は高止まりし、高額手術が

４９％を占めています。疾病の早期発見・早期治療のため、特定健診受診率向上や保健

事業推進が課題となっています。令和９年度以降、県内で保険税率統一により当町は引

上げ必須となるため、財政調整基金を活用し、急激な負担増を避ける慎重な対応を望み

ます。

次に、後期高齢者医療事業特別会計でございます。８ページを御覧ください。後期高

齢者医療保険料の徴収率は９⒐９％と高水準で、滞納額は３万０００円まで減少して

います。被保険者数は３０６人で前年度比⒈８６％増、療養給付費は１８億７９７

万０００円、前年度比⒊９３％増と依然高止まり状態です。今後も特定健診受診率向

上や健康づくり教室参加促進などにより、医療費抑制と高齢者の健康増進を図ることが

求められます。

次に、介護保険事業特別会計でございます。介護保険料徴収率は９⒐２％で、滞納額

は２１５万０００円、前年度比１９万円増。介護サービス給付費は１３億０６７万

０００円で増加傾向です。要介護（要支援）認定者は８３８人となっています。後期

高齢者数の増加に伴い介護ニーズは拡大し、人材不足が深刻化しています。特に訪問入

浴介護などが人材不足で利用困難となっており、多様な人材確保や地域の支え合い活動

促進が課題となっています。一方で、地域介護予防活動では、新たに５か所の集いの場

が立ち上がったことは評価しています。今後も介護予防、生活支援、健康づくりに積極

的に取り組み、地域包括ケアの推進と要介護者の減少を図ることを期待します。

次に、土地開発事業特別会計でございます。９ページを御覧ください。深刻化してい

る人口減少に歯止めをかけるためにも、引き続きカクレ畑の分譲促進と併せて、若者世

帯のニーズに合った新たな分譲地の開発に期待します。

次に、訪問看護事業特別会計でございます。訪問看護利用者が増加し、在宅ケアのニ

ーズは多様化・複雑化しています。かんざき訪問看護ステーションでは、多職種連携や

病院とのカンファレンスへの参加、退院後の早期訪問により切れ目ない医療を提供して

おられます。加えて、在宅みとりや２４時間対応も実施しており、利用者と家族に寄り

添った支援を評価します。超高齢化に伴い医療・介護ニーズは増大し、在宅移行が進む

と見込まれるため、人材育成と利用者に寄り添ったサービス提供を継続し、地域で安心

して暮らせる体制づくりなど、引き続き事業の推進をお願いします。

次に、産業廃棄物処理事業特別会計でございます。令和６年度、１１トンの残土等が

搬入されています。３か年計画であった仕上げ工事は令和６年度で完了しています。今

後は、地元区と協議の上、植栽を行っていただくようお願いいたします。

次に、寺前地区振興基金特別会計でございます。１０ページを御覧ください。歳入決

算額、歳出決算額ともに２７７万０００円となっています。この会計の財源は基金か

らの繰入れが主なもので、引き続き適切、効率的な基金の管理、運営を望みます。
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次に、長谷地区振興基金特別会計でございます。歳入決算額、歳出決算額ともに７０

４万円となっております。この会計の財源も基金からの繰入金が主なもので、引き続き

適切、効率的な基金の管理、運営を望みます。

以上で一般会計及び特別会計を終わります。

次に、水道事業会計でございます。令和６年度水道事業会計決算書の表紙から２枚め

くっていただいたところにある決算審査意見書の⑶経営評価と今後の課題を御覧くださ

い。令和６年度は配水池更新工事や水道管布設替え工事で、安全なライフライン整備を

推進されております。経営面でも未納料金回収や経費削減など健全化の取組を評価しま

す。一方で、年間給水量、使用料は減少し、有収率は５⒌３１％と低下、人口減少や老

朽管からの漏水により、今後の経営は一層厳しくなる見込みとなっています。持続可能

な水道事業には、中長期的な計画に基づく施設更新、施設のダウンサイジングや、近隣

市町との広域連携や国・県に対する財政支援要望などを通じ、経営安定化と安全な水道

水の供給に努められることを期待します。

次に、下水道事業会計でございます。令和６年度下水道事業会計決算書の表紙から２

枚めくっていただいたところにある決算審査意見書の⑶経営評価と今後の課題を御覧く

ださい。生活排水水洗化率は９⒐０％と高く、快適な生活環境が維持されています。下

水道施設の長寿命化・統廃合事業や未収料金徴収強化など計画的な取組を評価します。

しかし、人口減少で下水道使用量は減少し、老朽化による修繕費や統廃合までの維持費

増加が懸念され、収益は厳しい状況です。経営健全化・安定化には経費削減と未収金徴

収強化が不可欠であり、徴収見込みの的確把握や合理的な徴収、公正な運営が求められ

ます。さらに、処理場統廃合の推進や近隣市町との広域連携を進め、安定的経営につな

げることを期待します。令和６年度から下水道会計に浄化槽事業が編入されています。

今後はその増減も含めた経営動向の注視が必要です。

最後に、公立神崎総合病院事業会計でございます。令和６年度公立神崎総合病院事業

会計決算書の表紙から２枚めくっていただいたところにある決算審査意見書の⑶経営評

価と今後の課題を御覧ください。令和６年度は入院患者増や高額手術増により医業収益

は増加しましたが、補助金廃止で医業外収益は減少しました。一方、費用では、給与費

増により医業費用は増えましたが、材料費、その他経費削減で抑制され、経常損益は３

億９１１万円の赤字となりました。少子高齢化や医師不足、人件費、物価高騰で経営は

厳しく、医師、看護師の高年齢化も進行しています。医業収益対給与費比率は７⒎４％

と高水準であり、若手医療従事者確保が急務となっています。経営改善では、アクショ

ンプランに基づいた救急患者受入れや病床利用率改善が進み、一定の成果があったこと

は評価します。今後は、町からの繰入金減少で経営は一層厳しくなる見通しです。ＰＤ

ＣＡサイクルによる実効性ある改善や施設更新を計画的に進め、地域医療・福祉の中核

として役割を果たすべく、さらなる経営改善に向けた取組を期待します。

以上、一般会計ほか１２会計に対する意見の概略を報告させていただきました。長時
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間ありがとうございました。

○議長（澤田 俊一君） 代表監査委員の決算審査報告が終わりました。

それでは、ただいまより審査報告に対する質疑を受けます。

なお、代表監査委員の日程の都合の上、本日のみ出席いただくことになっております

ので、御了承願います。

質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。それでは、これをもって審査報告に対する

質疑を終結します。

藤後秀喜代表監査委員、お疲れさまでした。ありがとうございました。

以上、１３件の決算の質疑については第３日目に行い、本日は説明のみにとどめます。

・ ・

○議長（澤田 俊一君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

お諮りします。明日、３日は休会にしたいと思いますが、これに御異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。明日、３日は休会と決定しました。

次の本会議は、９月４日午前９時再開とします。

本日はこれで散会します。お疲れさまでした。

午後４時０７分散会
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